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毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日　

定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年　

一
七
、二
八
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

五
九

木 曜 日

第
七
十
五
号

　

令
和
二
年

二
月
二
十
七
日　

山
梨
県
公
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目　
　
　

次

　
　
　
　

告　
　
　

示

○
救
急
病
院
等
の
認
定	

五
九

○
児
童
福
祉
施
設
入
所
者
の
措
置
費
負
担
額
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示	

五
九

○
山
梨
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
諸
収
入
条
例
別
表
の
規
定
に
よ
る
知
事
の
定
め
る
額
の
一

	

六
五

　

部
改
正

○
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
の
指
定	

六
六

○
建
築
士
法
第
四
条
第
四
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知
識
及
び

	

六
六

　

技
能
を
有
す
る
と
認
め
る
者

○
建
築
士
法
第
十
五
条
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知
識
及
び
技
能

	

六
九

　

を
有
す
る
と
認
め
る
者
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

○
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
道
路
位
置
指
定	

七
一

　
　
　
　

公　
　
　

告

○
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請	

七
一

○
土
地
改
良
法
第
八
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
県
営
土
地
改
良
事
業
計
画
の
決
定

	

七
一

　
（
三
件
）

　
　
　
　

選
挙
管
理
委
員
会

○
政
治
団
体
の
名
称
等
の
届
出	
七
二

　
　
　
　

教
育
委
員
会

○
山
梨
県
立
学
校
管
理
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則	

七
四

○
山
梨
県
立
学
校
授
業
料
及
び
入
学
料
減
免
施
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示	

七
九

　
　
　
　

公
安
委
員
会

○
信
号
機
の
設
置
等
交
通
規
制
の
告
示
の
一
部
改
正	

七
九

　
　
　
　

そ　

の　

他

○
一
般
競
争
入
札
に
つ
い
て
（
二
件
）	

八
一

　
　
　
　
　
　

告　
　
　

示

山
梨
県
告
示
第
五
十
七
号

　

救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
八
号
）
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
病
院
を
救
急
病
院
と
し
て
認
定
し
た
。

　
　

令
和
二
年
二
月
二
十
七
日

	

山
梨
県
知
事	

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

一�　

救
急
病
院
の
名
称
及
び
所
在
地

名
称

所
在
地

石
和
共
立
病
院

笛
吹
市
石
和
町
広
瀬
六
百
二
十
三
番
地

二　

�

認
定
期
限　

令
和
五
年
二
月
二
十
二
日

山
梨
県
告
示
第
五
十
八
号

　

児
童
福
祉
施
設
入
所
者
の
措
置
費
負
担
額
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に

定
め
る
。

　
　

令
和
二
年
二
月
二
十
七
日

	

山
梨
県
知
事	

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

　
　
　

児
童
福
祉
施
設
入
所
者
の
措
置
費
負
担
額
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

　

児
童
福
祉
施
設
入
所
者
の
措
置
費
負
担
額
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
四
十
七
年
山
梨
県
告
示
第
四
百
七

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
条
第
一
項
中
「
別
表
第
二
」
を
「
別
表
第
三
」
に
改
め
る
。

　

別
表
第
一
及
び
別
表
第
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
一
（
第
二
条
関
係
）

　
�

児
童
福
祉
施
設
（
助
産
施
設
、
障
害
児
入
所
施
設
、
母
子
生
活
支
援
施
設
及
び
自
立
援
助
ホ
ー
ム
を

除
く
。
）
の
入
所
者
の
扶
養
義
務
者
、
母
子
生
活
支
援
施
設
の
入
所
者
及
び
自
立
援
助
ホ
ー
ム
の
入

居
者
の
措
置
費
負
担
額

階
層
区
分

措
置
費
負
担
額

（
月
額
）

入
所
施
設

母
子
生
活
支
援
施
設
、
児

童
自
立
支
援
施
設
通
所

部
、
児
童
心
理
治
療
施
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六
〇

設
通
所
部
及
び
自
立
援
助

ホ
ー
ム

Ａ

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法

律
第
百
四
十
四
号
）
に
よ
る
保
護

を
受
け
て
い
る
世
帯
（
単
給
の
世

帯
を
含
む
。
）
及
び
中
国
残
留
邦

人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び

に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人

等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支

援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法

律
第
三
十
号
）
に
よ
る
支
援
給
付

を
受
け
て
い
る
世
帯

Ｂ

Ａ
階
層
の
世
帯
を
除
き
当
該
年
度

分
の
市
町
村
民
税
の
非
課
税
の
世

帯

二
、
二
〇
〇
円

一
、
一
〇
〇
円

Ｃ

Ａ
階
層
の
世
帯
を
除
き
当
該
年
度

分
の
市
町
村
民
税
の
課
税
の
世
帯

で
あ
つ
て
、
そ
の
市
町
村
民
税
の

額
が
均
等
割
の
額
の
み
の
世
帯

四
、
五
〇
〇
円

二
、
二
〇
〇
円

　

1Ｄ

Ａ
階
層
及

び
Ｃ
階
層

の
世
帯
を

除
き
当
該

年
度
分
の

市
町
村
民

税
の
課
税

の
世
帯
で

あ
つ
て
、

そ
の
市
町

村
民
税
所

九
、
〇
〇
〇
円
以
下

六
、
六
〇
〇
円

三
、
三
〇
〇
円

　

2Ｄ

九
、
〇
〇
一
円
か
ら

二
七
、
〇
〇
〇
円
ま

で

九
、
〇
〇
〇
円

四
、
五
〇
〇
円

　

3Ｄ

二
七
、
〇
〇
一
円
か

ら
五
七
、
〇
〇
〇
円

ま
で

一
三
、
五
〇
〇
円

六
、
七
〇
〇
円

　

4Ｄ

得
割
の
額

の
区
分
が

次
の
区
分

に
該
当
す

る
世
帯

五
七
、
〇
〇
一
円
か

ら
九
三
、
〇
〇
〇
円

ま
で

一
八
、
七
〇
〇
円

九
、
三
〇
〇
円

　

5Ｄ

九
三
、
〇
〇
一
円
か

ら
一
七
七
、
三
〇
〇

円
ま
で

二
九
、
〇
〇
〇
円

一
四
、
五
〇
〇
円

　

6Ｄ

一
七
七
、
三
〇
一
円

か
ら
二
五
八
、
一

〇
〇
円
ま
で

支
弁
月
額
（
そ
の
額
が

四
一
、
二
〇
〇
円
を
超

え
る
と
き
は
四
一
、
二

〇
〇
円
）

二
〇
、
六
〇
〇
円

　

7Ｄ

二
五
八
、
一
〇
一
円

か
ら
三
四
八
、
一
〇

〇
円
ま
で

支
弁
月
額
（
そ
の
額
が

五
四
、
二
〇
〇
円
を
超

え
る
と
き
は
五
四
、
二

〇
〇
円
）

支
弁
月
額
（
そ
の
額
が

二
七
、
一
〇
〇
円
を
超
え

る
と
き
は
二
七
、
一
〇
〇

円
）

　

8Ｄ

三
四
八
、
一
〇
一
円

か
ら
四
五
六
、
一

〇
〇
円
ま
で

支
弁
月
額
（
そ
の
額
が

六
八
、
七
〇
〇
円
を
超

え
る
と
き
は
六
八
、
七

〇
〇
円
）

支
弁
月
額
（
そ
の
額
が

三
四
、
三
〇
〇
円
を
超
え

る
と
き
は
三
四
、
三
〇
〇

円
）

　

9Ｄ

四
五
六
、
一
〇
一
円

か
ら
五
八
三
、
二
〇

〇
円
ま
で

支
弁
月
額
（
そ
の
額

が
八
五
、
〇
〇
〇
円
を

超
え
る
と
き
は
八
五
、

〇
〇
〇
円
）

支
弁
月
額
（
そ
の
額
が

四
二
、
五
〇
〇
円
を
超
え

る
と
き
は
四
二
、
五
〇
〇

円
）

　

10Ｄ

五
八
三
、
二
〇
一
円

か
ら
七
〇
四
、
〇

〇
〇
円
ま
で

支
弁
月
額
（
そ
の
額

が
一
〇
二
、
九
〇
〇
円

を
超
え
る
と
き
は
一
〇

二
、
九
〇
〇
円
）

支
弁
月
額
（
そ
の
額
が

五
一
、
四
〇
〇
円
を
超
え

る
と
き
は
五
一
、
四
〇
〇

円
）

　

六
〇
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六
一

　

11Ｄ

七
〇
四
、
〇
〇
一
円

か
ら
八
五
二
、
〇
〇

〇
円
ま
で

支
弁
月
額
（
そ
の
額

が
一
二
二
、
五
〇
〇
円

を
超
え
る
と
き
は
一
二

二
、
五
〇
〇
円
）

支
弁
月
額
（
そ
の
額
が

六
一
、
二
〇
〇
円
を
超
え

る
と
き
は
六
一
、
二
〇
〇

円
）

　

12Ｄ

八
五
二
、
〇
〇
一
円

か
ら
一
、
〇
四
四
、

〇
〇
〇
円
ま
で

支
弁
月
額
（
そ
の
額

が
一
四
三
、
八
〇
〇
円

を
超
え
る
と
き
は
一
四

三
、
八
〇
〇
円
）

支
弁
月
額
（
そ
の
額
が

七
一
、
九
〇
〇
円
を
超
え

る
と
き
は
七
一
、
九
〇
〇

円
）

　

13Ｄ

一
、
〇
四
四
、
〇
〇

一
円
か
ら
一
、
二
二

五
、
五
〇
〇
円
ま
で

支
弁
月
額
（
そ
の
額

が
一
六
六
、
六
〇
〇
円

を
超
え
る
と
き
は
一
六

六
、
六
〇
〇
円
）

支
弁
月
額
（
そ
の
額
が

八
三
、
三
〇
〇
円
を
超
え

る
と
き
は
八
三
、
三
〇
〇

円
）

　

14Ｄ

一
、
二
二
五
、
五
〇

一
円
か
ら
一
、
四
二

六
、
五
〇
〇
円
ま
で

支
弁
月
額
（
そ
の
額

が
一
九
一
、
二
〇
〇
円

を
超
え
る
と
き
は
一
九

一
、
二
〇
〇
円
）

支
弁
月
額
（
そ
の
額
が

九
五
、
六
〇
〇
円
を
超
え

る
と
き
は
九
五
、
六
〇
〇

円
）

　

15Ｄ

一
、
四
二
六
、
五
〇

一
円
以
上

支
弁
月
額

支
弁
月
額

　

備
考

　
　

1
�　

こ
の
表
に
お
い
て
入
所
施
設
と
は
、
児
童
養
護
施
設
、
児
童
自
立
支
援
施
設
入
所
部
、
児
童

心
理
治
療
施
設
入
所
部
、
乳
児
院
、
里
親
及
び
フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
（
小
規
模
住
居
型
児
童
養

育
事
業
を
行
う
者
が
当
該
事
業
の
用
に
供
す
る
住
居
を
い
う
。
第
七
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を

い
う
。

　
　

2�　

こ
の
表
に
お
い
て
自
立
援
助
ホ
ー
ム
と
は
、
県
が
行
う
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
の
用
に
供

す
る
住
居
を
い
う
。

　
　

3�　

こ
の
表
に
お
い
て
支
弁
月
額
と
は
、
別
に
定
め
る
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
措
置
に
要
す
る
費

用
に
係
る
支
弁
の
月
額
を
い
う
。

　
　

4
�　

地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
第
三
百
二
十
三
条
に
規
定
す
る
市
町

村
民
税
の
減
免
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
そ
の
額
を
所
得
割
の
額
又
は
均
等
割
の
額
か
ら
順
次
控

除
し
て
得
た
額
を
所
得
割
の
額
又
は
均
等
割
の
額
と
す
る
。

　
　

5�　

所
得
割
の
額
の
算
定
方
法
は
、
地
方
税
法
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
ほ
か
、
次
に
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　

㈠�　

地
方
税
法
第
三
百
十
四
条
の
七
及
び
第
三
百
十
四
条
の
八
並
び
に
附
則
第
五
条
第
三
項
、

附
則
第
五
条
の
四
第
六
項
及
び
附
則
第
五
条
の
四
の
二
第
五
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
も

の
と
す
る
。

　
　
　

㈡�　

児
童
福
祉
施
設
（
助
産
施
設
及
び
障
害
児
入
所
施
設
を
除
く
。
）
に
入
所
し
、
若
し
く
は

入
居
し
て
い
る
者
（
以
下
こ
の
号
及
び
次
号
に
お
い
て
「
入
所
者
等
」
と
い
う
。
）
又
は
そ

の
扶
養
義
務
者
が
指
定
都
市
（
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百

五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す

る
者
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
者
を
指
定
都
市
以
外
の
市
町
村
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す

る
者
と
み
な
し
て
、
所
得
割
の
額
を
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　

㈢�　

入
所
者
等
又
は
そ
の
扶
養
義
務
者
が
地
方
税
法
第
二
百
九
十
二
条
第
一
項
第
十
一
号
イ
中

「
夫
と
死
別
し
、
若
し
く
は
夫
と
離
婚
し
た
後
婚
姻
を
し
て
い
な
い
者
又
は
夫
の
生
死
の
明

ら
か
で
な
い
者
で
政
令
で
定
め
る
も
の
」
と
あ
る
の
を
「
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
母
と
な
つ
た

女
子
で
あ
つ
て
、
現
に
婚
姻
を
し
て
い
な
い
も
の
」
と
読
み
替
え
た
場
合
に
お
い
て
同
号
イ

に
該
当
す
る
者
又
は
同
項
第
十
二
号
中
「
妻
と
死
別
し
、
若
し
く
は
妻
と
離
婚
し
た
後
婚
姻

を
し
て
い
な
い
者
又
は
妻
の
生
死
の
明
ら
か
で
な
い
者
で
政
令
で
定
め
る
も
の
」
と
あ
る
の

を
「
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
父
と
な
つ
た
男
子
で
あ
つ
て
、
現
に
婚
姻
を
し
て
い
な
い
も
の
」

と
読
み
替
え
た
場
合
に
お
い
て
同
号
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に

応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
　

⑴�　

地
方
税
法
第
二
百
九
十
五
条
第
一
項
（
第
二
号
の
規
定
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規

定
に
よ
り
市
町
村
民
税
が
課
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
る
者
で
あ
る
場
合　

所
得
割
の
額
は
、

零
と
す
る
。

　
　
　
　

⑵�　

⑴
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
場
合　

地
方
税
法
第
三
百
十
四
条
の
二
第
一
項
第
八
号
に

規
定
す
る
額
（
同
条
第
三
項
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
同
項
に
規
定
す
る
額
）
に

同
法
第
三
百
十
四
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
所
得
割
の
額
か
ら

控
除
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　

6
�　

入
所
者
等
の
属
す
る
世
帯
の
階
層
が
Ｂ
階
層
と
認
定
さ
れ
た
世
帯
で
あ
つ
て
、
別
に
定
め
る

単
身
世
帯
、
母
子
世
帯
等
又
は
在
宅
障
害
児
（
者
）
の
い
る
世
帯
等
で
あ
る
場
合
に
は
、
こ
の

表
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
入
所
者
に
係
る
措
置
費
負
担
額
は
、
零
と
す
る
。

　
　

7
�　

里
親
又
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
に
委
託
さ
れ
て
い
る
児
童
及
び
児
童
養
護
施
設
、
乳
児
院
又

は
母
子
生
活
支
援
施
設
に
入
所
し
て
い
る
児
童
が
、
児
童
自
立
支
援
施
設
又
は
児
童
心
理
治
療

施
設
へ
通
所
す
る
場
合
の
通
所
に
係
る
措
置
費
負
担
額
は
、
零
と
す
る
。
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別
表
第
二
（
第
二
条
関
係
）

　

助
産
施
設
の
入
所
者
の
措
置
費
負
担
額

階
層
区
分

措
置
費
負
担
額

Ａ

生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
を
受
け

て
い
る
世
帯
（
単
給
の
世
帯
を
含

む
。
）
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の
円

滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国

し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配

偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律

に
よ
る
支
援
給
付
を
受
け
て
い
る
世

帯

Ｂ

Ａ
階
層
の
世
帯
を
除
き
当
該
年
度
分

の
市
町
村
民
税
の
非
課
税
の
世
帯

出
産
一
時
金
に
五
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
に

二
、
二
〇
〇
円
を
加
え
た
額

Ｃ

Ａ
階
層
の
世
帯
を
除
き
当
該
年
度
分

の
市
町
村
民
税
の
課
税
の
世
帯
で
あ

つ
て
、
そ
の
市
町
村
民
税
の
額
が
均

等
割
の
額
の
み
の
世
帯

出
産
一
時
金
に
一
〇
分
の
三
を
乗
じ
て
得
た
額
に

四
、
五
〇
〇
円
を
加
え
た
額

1Ｄ

Ａ
階
層
及
び

Ｃ
階
層
の
世

帯
を
除
き
当

該
年
度
分
の

市
町
村
民
税

の
課
税
の
世

帯
で
あ
つ
て

、
そ
の
市
町

村
民
税
所
得

割
の
額
の
区

分
が
次
の
区

分
に
該
当
す

九
、
〇
〇
〇
円
以
下

出
産
一
時
金
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
に

六
、
六
〇
〇
円
を
加
え
た
額

　

2Ｄ

九
、
〇
〇
一
円
か
ら

一
九
、
〇
〇
〇
円
ま

で

出
産
一
時
金
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
に

九
、
〇
〇
〇
円
を
加
え
た
額

る
世
帯

　

備
考

　
　

1�　

出
産
一
時
金
と
は
、
そ
の
者
が
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
保
険
に
よ
る
分
べ
ん
費
、
出
産

費
、
助
産
費
等
の
出
産
に
関
す
る
給
付
の
額
（
医
学
的
管
理
の
下
に
お
け
る
出
産
に
つ
い
て
、

特
定
出
産
事
故
に
係
る
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
出
生
者
の
養
育
に
係
る
経
済
的
負

担
の
軽
減
を
図
る
た
め
の
補
償
金
の
支
払
に
要
す
る
費
用
の
支
出
に
備
え
る
た
め
の
保
険
契
約

（
出
生
者
等
に
対
し
、
総
額
三
千
万
円
以
上
の
補
償
金
を
支
払
う
契
約
）
が
締
結
さ
れ
て
お

り
、
か
つ
、
特
定
出
産
事
故
に
関
す
る
情
報
の
収
集
、
整
理
、
分
析
及
び
提
供
の
適
正
か
つ
確

実
な
実
施
の
た
め
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
場
合
に
、
そ
の
保
険
料
相
当
額
と
し
て
支
払
わ
れ
る

額
を
除
く
。
）
を
い
う
。

　
　

2
�　

地
方
税
法
第
三
百
二
十
三
条
に
規
定
す
る
市
町
村
民
税
の
減
免
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
そ
の

額
を
所
得
割
の
額
又
は
均
等
割
の
額
か
ら
順
次
控
除
し
て
得
た
額
を
所
得
割
の
額
又
は
均
等
割

の
額
と
す
る
。

　
　

3�　

所
得
割
の
額
の
算
定
方
法
は
、
地
方
税
法
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
ほ
か
、
次
に
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　

㈠�　

地
方
税
法
第
三
百
十
四
条
の
七
及
び
第
三
百
十
四
条
の
八
並
び
に
附
則
第
五
条
第
三
項
、

附
則
第
五
条
の
四
第
六
項
及
び
附
則
第
五
条
の
四
の
二
第
五
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
も

の
と
す
る
。

　
　
　

㈡�　

入
所
者
又
は
そ
の
扶
養
義
務
者
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
入
所
者
等
」
と
い
う
。
）
が

指
定
都
市
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
者
を
指
定
都
市
以
外

の
市
町
村
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
者
と
み
な
し
て
、
所
得
割
の
額
を
算
定
す
る
も
の
と

す
る
。

　
　
　

㈢�　

入
所
者
等
が
地
方
税
法
第
二
百
九
十
二
条
第
一
項
第
十
一
号
イ
中
「
夫
と
死
別
し
、
若
し

く
は
夫
と
離
婚
し
た
後
婚
姻
を
し
て
い
な
い
者
又
は
夫
の
生
死
の
明
ら
か
で
な
い
者
で
政
令

で
定
め
る
も
の
」
と
あ
る
の
を
「
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
母
と
な
つ
た
女
子
で
あ
つ
て
、
現
に

婚
姻
を
し
て
い
な
い
も
の
」
と
読
み
替
え
た
場
合
に
お
い
て
同
号
イ
に
該
当
す
る
者
で
あ
る

と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す

る
。

　
　
　
　

⑴�　

地
方
税
法
第
二
百
九
十
五
条
第
一
項
（
第
二
号
の
規
定
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規

定
に
よ
り
市
町
村
民
税
が
課
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
る
者
で
あ
る
場
合　

所
得
割
の
額
は
、

零
と
す
る
。

　
　
　
　

⑵�　

⑴
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
場
合　

地
方
税
法
第
三
百
十
四
条
の
二
第
一
項
第
八
号
に

規
定
す
る
額
（
同
条
第
三
項
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
同
項
に
規
定
す
る
額
）
に
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三

同
法
第
三
百
十
四
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
所
得
割
の
額
か
ら

控
除
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　

4�　

入
所
者
の
属
す
る
世
帯
の
階
層
が
Ｂ
階
層
と
認
定
さ
れ
た
世
帯
で
あ
つ
て
、
別
に
定
め
る
単

身
世
帯
、
母
子
世
帯
等
又
は
在
宅
障
害
児
（
者
）
の
い
る
世
帯
等
で
あ
る
場
合
に
は
、
こ
の
表

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
入
所
者
に
係
る
措
置
費
負
担
額
は
、
出
産
一
時
金
に
五
分
の
一

を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

　

別
表
に
次
の
一
表
を
加
え
る
。

別
表
第
三
（
第
二
条
関
係
）

　

�

障
害
児
入
所
施
設
及
び
指
定
発
達
支
援
医
療
機
関
の
入
所
者
及
び
入
院
者
の
扶
養
義
務
者
の
措
置
費

負
担
額

階
層
区
分

措
置
費
負
担
額

（
月
額
）

Ａ

生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
を
受
け
て
い
る

世
帯
（
単
給
の
世
帯
を
含
む
。
）
及
び
中

国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並

び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及

び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る

法
律
に
よ
る
支
援
給
付
を
受
け
て
い
る
世

帯

Ｂ

Ａ
階
層
の
世
帯
を
除
き
当
該
年
度
分
の
市

町
村
民
税
の
非
課
税
の
世
帯

二
、
二
〇
〇
円

Ｃ

Ａ
階
層
の
世
帯
を
除
き
当
該
年
度
分
の
市

町
村
民
税
の
課
税
の
世
帯
で
あ
つ
て
、
そ

の
市
町
村
民
税
の
額
が
均
等
割
の
額
の
み

の
世
帯

四
、
五
〇
〇
円

　

1Ｄ

Ａ
階
層
及
び

Ｃ
階
層
の
世

帯
を
除
き
当

該
年
度
分
の

一
二
、
〇
〇
〇
円
以
下

六
、
六
〇
〇
円

一
二
、
〇
〇
一
円
か
ら
三

〇
、
〇
〇
〇
円
ま
で

九
、
〇
〇
〇
円

　
2Ｄ

　

3Ｄ

市
町
村
民
税

の
課
税
の
世

帯
で
あ
つ
て

、
そ
の
市
町

村
民
税
所
得

割
の
額
の
区

分
が
次
の
区

分
に
該
当
す

る
世
帯

三
〇
、
〇
〇
一
円
か
ら
六

〇
、
〇
〇
〇
円
ま
で

一
三
、
五
〇
〇
円

　

4Ｄ

六
〇
、
〇
〇
一
円
か
ら
九

六
、
〇
〇
〇
円
ま
で

一
八
、
七
〇
〇
円

　

5Ｄ

九
六
、
〇
〇
一
円
か
ら
一

八
九
、
〇
〇
〇
円
ま
で

二
九
、
〇
〇
〇
円

　

6Ｄ

一
八
九
、
〇
〇
一
円
か
ら

二
七
七
、
〇
〇
〇
円
ま
で

支
弁
月
額
（
そ
の
額
が
四
一
、
二
〇
〇
円
を

超
え
る
と
き
は
四
一
、
二
〇
〇
円
）

　

7Ｄ

二
七
七
、
〇
〇
一
円
か
ら

三
四
八
、
〇
〇
〇
円
ま
で

支
弁
月
額
（
そ
の
額
が
五
四
、
二
〇
〇
円
を

超
え
る
と
き
は
五
四
、
二
〇
〇
円
）

　

8Ｄ

三
四
八
、
〇
〇
一
円
か
ら

四
六
五
、
〇
〇
〇
円
ま
で

支
弁
月
額
（
そ
の
額
が
六
八
、
七
〇
〇
円
を

超
え
る
と
き
は
六
八
、
七
〇
〇
円
）

　

9Ｄ

四
六
五
、
〇
〇
一
円
か
ら

五
九
四
、
〇
〇
〇
円
ま
で

支
弁
月
額
（
そ
の
額
が
八
五
、
〇
〇
〇
円
を

超
え
る
と
き
は
八
五
、
〇
〇
〇
円
）

　

10Ｄ

五
九
四
、
〇
〇
一
円
か
ら

七
一
六
、
〇
〇
〇
円
ま
で

支
弁
月
額
（
そ
の
額
が
一
〇
二
、
九
〇
〇
円

を
超
え
る
と
き
は
一
〇
二
、
九
〇
〇
円
）

　

11Ｄ

七
一
六
、
〇
〇
一
円
か
ら

八
六
四
、
〇
〇
〇
円
ま
で

支
弁
月
額
（
そ
の
額
が
一
二
二
、
五
〇
〇
円

を
超
え
る
と
き
は
一
二
二
、
五
〇
〇
円
）

　

12Ｄ

八
六
四
、
〇
〇
一
円
か
ら

一
、
〇
五
六
、
〇
〇
〇
円

ま
で

支
弁
月
額
（
そ
の
額
が
一
四
三
、
八
〇
〇
円

を
超
え
る
と
き
は
一
四
三
、
八
〇
〇
円
）

　

13Ｄ

一
、
〇
五
六
、
〇
〇
一

円
か
ら
一
、
二
三
八
、

〇
〇
〇
円
ま
で

支
弁
月
額
（
そ
の
額
が
一
六
六
、
六
〇
〇
円

を
超
え
る
と
き
は
一
六
六
、
六
〇
〇
円
）
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14Ｄ

一
、
二
三
八
、
〇
〇
一

円
か
ら
一
、
四
三
九
、

〇
〇
〇
円
ま
で

支
弁
月
額
（
そ
の
額
が
一
九
一
、
二
〇
〇
円

を
超
え
る
と
き
は
一
九
一
、
二
〇
〇
円
）

　

15Ｄ

一
、
四
三
九
、
〇
〇
一
円

以
上

支
弁
月
額

　

備
考

　
　

1
�　

こ
の
表
に
お
い
て
支
弁
月
額
と
は
、
別
に
定
め
る
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
措
置
に
要
す
る
費

用
に
係
る
支
弁
の
月
額
を
い
う
。

　
　

2
�　

地
方
税
法
第
三
百
二
十
三
条
に
規
定
す
る
市
町
村
民
税
の
減
免
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
そ
の

額
を
所
得
割
の
額
又
は
均
等
割
の
額
か
ら
順
次
控
除
し
て
得
た
額
を
所
得
割
の
額
又
は
均
等
割

の
額
と
す
る
。

　
　

3�　

所
得
割
の
額
の
算
定
方
法
は
、
地
方
税
法
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
ほ
か
、
次
に
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　

㈠�　

地
方
税
法
第
三
百
十
四
条
の
七
及
び
第
三
百
十
四
条
の
八
並
び
に
附
則
第
五
条
第
三
項
、

附
則
第
五
条
の
四
第
六
項
及
び
附
則
第
五
条
の
四
の
二
第
五
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
も

の
と
す
る
。

　
　
　

㈡�　

障
害
児
入
所
施
設
又
は
指
定
発
達
支
援
医
療
機
関
に
入
所
し
、
又
は
入
院
し
て
い
る
者

（
以
下
こ
の
号
、
次
号
及
び
第
五
号
に
お
い
て
「
入
所
者
等
」
と
い
う
。
）
又
は
そ
の
扶
養

義
務
者
に
つ
い
て
、
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
四

号
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
税
法
第
二
百
九
十
二
条
第
一
項
第
八
号
に
規
定

す
る
扶
養
親
族
（
十
六
歳
未
満
の
者
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
扶
養
親
族
」
と
い

う
。
）
及
び
同
法
第
三
百
十
四
条
の
二
第
一
項
第
十
一
号
に
規
定
す
る
特
定
扶
養
親
族
（
十

九
歳
未
満
の
者
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
特
定
扶
養
親
族
」
と
い
う
。
）
が
あ
る

と
き
は
、
同
号
に
規
定
す
る
額
（
扶
養
親
族
に
係
る
も
の
及
び
特
定
扶
養
親
族
に
係
る
も
の

（
扶
養
親
族
に
係
る
額
に
相
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
限
る
。
）
に
同
法
第
三
百
十
四
条

の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
所
得
割
の
額
か
ら
控
除
す
る
も
の
と
す

る
。

　
　
　

㈢�　

入
所
者
等
又
は
そ
の
扶
養
義
務
者
が
指
定
都
市
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
者
で
あ
る
と

き
は
、
こ
れ
ら
の
者
を
指
定
都
市
以
外
の
市
町
村
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
者
と
み
な
し

て
、
所
得
割
の
額
を
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　

㈣�　

入
所
者
等
又
は
そ
の
扶
養
義
務
者
が
地
方
税
法
第
二
百
九
十
二
条
第
一
項
第
十
一
号
イ
中

「
夫
と
死
別
し
、
若
し
く
は
夫
と
離
婚
し
た
後
婚
姻
を
し
て
い
な
い
者
又
は
夫
の
生
死
の
明

ら
か
で
な
い
者
で
政
令
で
定
め
る
も
の
」
と
あ
る
の
を
「
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
母
と
な
つ
た

女
子
で
あ
つ
て
、
現
に
婚
姻
を
し
て
い
な
い
も
の
」
と
読
み
替
え
た
場
合
に
お
い
て
同
号
イ

に
該
当
す
る
者
又
は
同
法
第
二
百
九
十
二
条
第
一
項
第
十
二
号
中
「
妻
と
死
別
し
、
若
し
く

は
妻
と
離
婚
し
た
後
婚
姻
を
し
て
い
な
い
者
又
は
妻
の
生
死
の
明
ら
か
で
な
い
者
で
政
令
で

定
め
る
も
の
」
と
あ
る
の
を
「
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
父
と
な
つ
た
男
子
で
あ
つ
て
、
現
に
婚

姻
を
し
て
い
な
い
も
の
」
と
読
み
替
え
た
場
合
に
お
い
て
同
号
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
と
き

は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
　

⑴�　

地
方
税
法
第
二
百
九
十
五
条
第
一
項
（
第
二
号
の
規
定
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規

定
に
よ
り
市
町
村
民
税
が
課
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
る
者
で
あ
る
場
合　

所
得
割
の
額
は
、

零
と
す
る
。

　
　
　
　

⑵�　

⑴
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
場
合　

地
方
税
法
第
三
百
十
四
条
の
二
第
一
項
第
八
号
に

規
定
す
る
額
（
同
条
第
三
項
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
同
項
に
規
定
す
る
額
）
に

同
法
第
三
百
十
四
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
所
得
割
の
額
か
ら

控
除
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　

4�　

入
所
者
等
の
属
す
る
世
帯
の
階
層
が
Ｂ
階
層
と
認
定
さ
れ
た
世
帯
で
あ
つ
て
、
別
に
定
め
る

単
身
世
帯
、
母
子
世
帯
等
又
は
在
宅
障
害
児
（
者
）
の
い
る
世
帯
等
で
あ
る
場
合
に
は
、
こ
の

表
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
入
所
者
に
係
る
措
置
費
負
担
額
は
、
零
と
す
る
。

　
　

5�　

入
所
者
等
が
三
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
を
経
過
し
た
障
害
児
で
あ
つ

て
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
間
に
あ
る
も
の
で
あ
る
場
合
又
は
Ｂ
階
層
と
認
定
さ

れ
た
世
帯
に
属
す
る
障
害
児
で
あ
つ
て
三
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
を
経

過
す
る
前
の
も
の
で
あ
る
場
合
は
、
児
童
福
祉
法
第
五
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
当
該
入
所
者
等
に
係
る
措
置
費
負
担
額
は
、
徴
収
し
な
い
。

　
　
　

附　

則

（
施
行
期
日
）

1
�　

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

2
�　

こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
後
の
児
童
福
祉
施
設
入
所
者
の
措
置
費
負
担
額
に
関
す
る
規
程
（
以
下

「
改
正
後
の
規
程
」
と
い
う
。
）
別
表
第
一
及
び
別
表
第
二
の
規
定
は
令
和
元
年
七
月
一
日
か
ら
、

改
正
後
の
規
程
別
表
第
三
の
規
定
（
備
考
5
を
除
く
。
）
は
同
年
六
月
一
日
か
ら
、
改
正
後
の
規
程

別
表
第
三
の
規
定
（
備
考
5
に
限
る
。
）
は
同
年
十
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

3
�　

令
和
元
年
七
月
一
日
に
お
い
て
現
に
児
童
福
祉
施
設
（
助
産
施
設
及
び
障
害
児
入
所
施
設
を
除

く
。
附
則
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
入
所
し
、
若
し
く
は
入
居
し
て
い
る
者
（
以
下
こ
の
項
及

び
次
項
に
お
い
て
「
児
童
福
祉
施
設
入
所
者
等
」
と
い
う
。
）
に
係
る
改
正
後
の
規
程
別
表
第
一
の

規
定
の
所
得
割
の
額
の
算
定
方
法
は
、
入
所
者
等
又
は
そ
の
扶
養
義
務
者
に
つ
い
て
、
地
方
税
法
等
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第
七
十
五
号　
　

令
和
二
年
二
月
二
十
七
日

六
五

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
四
号
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
地
方

税
法
第
二
百
九
十
二
条
第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る
扶
養
親
族
（
十
六
歳
未
満
の
者
に
限
る
。
以
下

「
扶
養
親
族
」
と
い
う
。
）
及
び
同
法
第
三
百
十
四
条
の
二
第
一
項
第
十
一
号
に
規
定
す
る
特
定
扶

養
親
族
（
十
九
歳
未
満
の
者
に
限
る
。
以
下
「
特
定
扶
養
親
族
」
と
い
う
。
）
が
あ
る
と
き
は
、
同

号
に
規
定
す
る
額
（
扶
養
親
族
に
係
る
も
の
及
び
特
定
扶
養
親
族
に
係
る
も
の
（
扶
養
親
族
に
係
る

額
に
相
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
限
る
。
）
に
同
法
第
三
百
十
四
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
率

を
乗
じ
て
得
た
額
を
所
得
割
の
額
か
ら
控
除
す
る
も
の
と
す
る
。

4
�　

児
童
福
祉
施
設
入
所
者
等
に
係
る
措
置
費
負
担
額
で
あ
っ
て
、
改
正
後
の
規
程
別
表
第
一
の
規
定

に
よ
る
措
置
費
負
担
額
が
こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
前
の
児
童
福
祉
施
設
入
所
者
の
措
置
費
負
担
額
に

関
す
る
規
程
（
以
下
「
改
正
前
の
規
程
」
と
い
う
。
）
別
表
第
一
の
規
定
に
よ
る
措
置
費
負
担
額
を

超
え
る
こ
と
と
な
る
も
の
に
係
る
当
該
措
置
費
負
担
額
に
つ
い
て
は
、
附
則
第
二
項
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
改
正
前
の
規
程
別
表
第
一
の
規
定
を
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
改
正
後
の
規
程
別
表
第
一
の

規
定
に
よ
る
措
置
費
負
担
額
が
改
正
前
の
規
程
別
表
第
一
の
規
定
に
よ
る
措
置
費
負
担
額
以
下
と
な

る
こ
と
と
な
っ
た
月
以
後
の
月
分
（
こ
の
告
示
の
施
行
の
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
の
月
分
に
限

る
。
）
の
措
置
費
負
担
額
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

5
�　

令
和
元
年
七
月
一
日
か
ら
こ
の
告
示
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
児
童
福
祉
施
設
に
入
所

し
、
若
し
く
は
入
居
し
た
者
で
あ
っ
て
、
改
正
後
の
規
程
別
表
第
一
の
規
定
に
よ
る
措
置
費
負
担
額

が
改
正
前
の
規
程
別
表
第
一
の
規
定
に
よ
る
措
置
費
負
担
額
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
月
分
が
あ
る
も

に
係
る
令
和
元
年
七
月
一
日
か
ら
こ
の
告
示
の
施
行
の
日
の
属
す
る
月
の
末
日
ま
で
の
間
の
措
置
費

負
担
額
（
改
正
後
の
規
程
別
表
第
一
の
規
定
に
よ
る
措
置
費
負
担
額
が
改
正
前
の
規
程
別
表
第
一
の

規
定
に
よ
る
措
置
費
負
担
額
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
月
分
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
は
、
附
則
第
二
項

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
改
正
前
の
規
程
別
表
第
一
の
規
定
を
適
用
す
る
。

6
�　

令
和
元
年
七
月
一
日
に
お
い
て
現
に
助
産
施
設
に
入
所
し
て
い
る
者
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
号
に

お
い
て
「
助
産
施
設
入
所
者
」
と
い
う
。
）
に
係
る
改
正
後
の
規
程
別
表
第
二
の
規
定
の
所
得
割
の

額
の
算
定
方
法
は
、
入
所
者
又
は
そ
の
扶
養
義
務
者
に
つ
い
て
、
扶
養
親
族
及
び
特
定
扶
養
親
族
が

あ
る
と
き
は
、
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
四
号
）
第
一
条
の

規
定
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
税
法
第
三
百
十
四
条
の
二
第
一
項
第
十
一
号
に
規
定
す
る
額
（
扶
養
親

族
に
係
る
も
の
及
び
特
定
扶
養
親
族
に
係
る
も
の
（
扶
養
親
族
に
係
る
額
に
相
当
す
る
も
の
を
除

く
。
）
に
限
る
。
）
に
同
法
第
三
百
十
四
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
所
得

割
の
額
か
ら
控
除
す
る
も
の
と
す
る
。

7
�　

助
産
施
設
入
所
者
に
係
る
措
置
費
負
担
額
で
あ
っ
て
、
改
正
後
の
規
程
別
表
第
二
の
規
定
に
よ
る

措
置
費
負
担
額
が
改
正
前
の
規
程
別
表
第
二
の
規
定
に
よ
る
措
置
費
負
担
額
を
超
え
る
こ
と
と
な
る

も
の
に
係
る
当
該
措
置
費
負
担
額
に
つ
い
て
は
、
附
則
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
改
正
前
の

規
程
別
表
第
二
の
規
定
を
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
改
正
後
の
規
程
別
表
第
二
の
規
定
に
よ
る
措
置
費

負
担
額
が
改
正
前
の
規
程
別
表
第
二
の
規
定
に
よ
る
措
置
費
負
担
額
以
下
と
な
る
こ
と
と
な
っ
た
月

以
後
の
月
分
（
こ
の
告
示
の
施
行
の
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
の
月
分
に
限
る
。
）
の
措
置
費
負

担
額
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

8
�　

令
和
元
年
七
月
一
日
か
ら
こ
の
告
示
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
助
産
施
設
に
入
所
し
た
者

で
あ
っ
て
、
改
正
後
の
規
程
別
表
第
二
の
規
定
に
よ
る
措
置
費
負
担
額
が
改
正
前
の
規
程
別
表
第
二

の
規
定
に
よ
る
措
置
費
負
担
額
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
月
分
が
あ
る
も
の
に
係
る
令
和
元
年
七
月
一

日
か
ら
こ
の
告
示
の
施
行
の
日
の
属
す
る
月
の
末
日
ま
で
の
間
の
措
置
費
負
担
額
（
改
正
後
の
規
程

別
表
第
二
の
規
定
に
よ
る
措
置
費
負
担
額
が
改
正
前
の
規
程
別
表
第
二
の
規
定
に
よ
る
措
置
費
負
担

額
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
月
分
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
は
、
附
則
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

改
正
前
の
規
程
別
表
第
二
の
規
定
を
適
用
す
る
。

9
�　

令
和
元
年
六
月
一
日
に
お
い
て
現
に
障
害
児
入
所
施
設
又
は
指
定
発
達
支
援
医
療
機
関
に
入
所

し
、
又
は
入
院
し
て
い
る
者
に
係
る
措
置
費
負
担
額
で
あ
っ
て
、
改
正
後
の
規
程
別
表
第
三
の
規
定

に
よ
る
措
置
費
負
担
額
が
改
正
前
の
規
程
別
表
第
一
の
規
定
に
よ
る
措
置
費
負
担
額
を
超
え
る
こ

と
と
な
る
も
の
に
係
る
当
該
措
置
費
負
担
額
に
つ
い
て
は
、
附
則
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

改
正
前
の
規
程
別
表
第
一
の
規
定
を
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
改
正
後
の
規
程
別
表
第
三
の
規
定
に
よ

る
措
置
費
負
担
額
が
改
正
前
の
規
程
別
表
第
一
の
規
定
に
よ
る
措
置
費
負
担
額
以
下
と
な
る
こ
と
と

な
っ
た
月
以
後
の
月
分
（
こ
の
告
示
の
施
行
の
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
の
月
分
に
限
る
。
）
の

措
置
費
負
担
額
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

10�　

令
和
元
年
六
月
一
日
か
ら
こ
の
告
示
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
障
害
児
入
所
施
設
又
は
指

定
発
達
支
援
医
療
機
関
に
入
所
し
、
又
は
入
院
し
た
者
で
あ
っ
て
、
改
正
後
の
規
程
別
表
第
三
の
規

定
に
よ
る
措
置
費
負
担
額
が
改
正
前
の
規
程
別
表
第
一
の
規
定
に
よ
る
措
置
費
負
担
額
を
超
え
る
こ

と
と
な
る
月
分
が
あ
る
も
の
に
係
る
令
和
元
年
六
月
一
日
か
ら
こ
の
告
示
の
施
行
の
日
の
属
す
る
月

の
末
日
ま
で
の
間
の
措
置
費
負
担
額
（
改
正
後
の
規
程
別
表
第
三
の
規
定
に
よ
る
措
置
費
負
担
額
が

改
正
前
の
規
程
別
表
第
一
の
規
定
に
よ
る
措
置
費
負
担
額
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
月
分
に
限
る
。
）

に
つ
い
て
は
、
附
則
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
改
正
前
の
規
程
別
表
第
一
の
規
定
を
適
用
す

る
。

山
梨
県
告
示
第
五
十
九
号

　

山
梨
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
諸
収
入
条
例
別
表
の
規
定
に
よ
る
知
事
の
定
め
る
額
（
昭
和
六
十
一
年

山
梨
県
告
示
第
百
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
　

令
和
二
年
二
月
二
十
七
日

	

山
梨
県
知
事	

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

　

1
⑴
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　

（1

）　

産
業
技
術
に
関
す
る
設
備
及
び
機
器



山
梨
県
公
報　
　

第
七
十
五
号　
　

令
和
二
年
二
月
二
十
七
日

六
六

食
品
に
係
る
産
業

技
術
に
関
連
す
る

も
の

試
験
・
分
析
機
器

迅
速
ア
ル
コ

ール
測

定
シ
ス
テ
ム

1
時
間

1,7  2  0 円

反
射
式
光
度
計

1
時
間

9  0 円

機
械、

電
子
等
に

係
る
産
業
技
術
に

関
連
す
る
も
の

材
料
試
験
機
器

自
動
フ
ォ

ーカ
ス
微

小
硬
さ
試
験
機

1
時
間

1,4  3  0 円

Ｅ
Ｍ
Ｃ
試
験
機
器

高
調
波
・
フ
リ
ッ
カ

測
定
シ
ス
テ
ム

1
時
間

1,5  4  0 円

空
間
電
磁
界
可
視
化

シ
ス
テ
ム

1
時
間

1,5  0  0 円

電
源
電
圧
変
動
イ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
試
験
シ

ス
テ
ム

1
時
間

1,4  0  0 円

化
学
試
験
・
分
析

機
器

微
小
部
蛍
光
エ
ッ
ク

ス
線
分
析
装
置

1
時
間

3,6  7  0 円

山
梨
県
告
示
第
六
十
号

　

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
三

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
区
域
を
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
に
指
定
す
る
。
そ
の
関
係
図
面

は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
砂
防
課
及
び
富
士
・
東
部
建
設
事
務
所
吉
田
支
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供

す
る
。

　
　

令
和
二
年
二
月
二
十
七
日

	

山
梨
県
知
事	

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

急
傾
斜
地
崩

壊
危
険
区
域

次
に
掲
げ
る
地
番
の
土
地
に
設
置
し
た
標
柱
番
号
一
号
か
ら
十
一
号
ま
で
の
標

柱
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
番
号
十
一
号
と
一
号
の
標
柱
を
結
ん
だ
線
に
囲

ま
れ
た
区
域

標
柱
番
号

郡　
　

市

町　

村

大　
　

字

字

地　

番

東
町

一二三四五六七八九十十
一

富
士
吉
田

市同同同同同同同同同同

下
吉
田
東

同同同同同同同同同同

二
丁
目

同同同同同同同同同同

三
三
六
九
番

三
三
四
六
番
一

同三
三
七
一
番
一

同三
三
七
一
番
二

三
三
六
九
番
地

先
国
有
地

三
三
六
九
番

同同同

山
梨
県
告
示
第
六
十
一
号

　

建
築
士
法
第
四
条
第
四
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知
識
及
び
技
能
を
有
す

る
と
認
め
る
者
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

令
和
二
年
二
月
二
十
七
日

	

山
梨
県
知
事	

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

　

�　
　

�

建
築
士
法
第
四
条
第
四
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知
識
及
び
技
能
を

有
す
る
と
認
め
る
者

　

建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
四
条
第
四
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
、
同
項
第

一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る
と
認
め
る
者
は
、
次
の
と
お

り
と
す
る
。

　

一�　

次
の
表
の
学
校
の
欄
に
掲
げ
る
学
校
に
お
い
て
、
同
表
の
科
目
の
欄
に
掲
げ
る
科
目
を
修
め
て

卒
業
し
た
（
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
八
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
専
門
職
大
学
の
前
期
課
程
に
あ
っ
て
は
、
修
了
し
た
）
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
分
に
応

じ
、
同
表
の
経
験
年
数
の
欄
に
掲
げ
る
年
数
以
上
の
建
築
実
務
（
建
築
士
法
第
四
条
第
二
項
第
一

号
に
規
定
す
る
建
築
実
務
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
経
験
を
有
す
る
者



山
梨
県
公
報　
　

第
七
十
五
号　
　

令
和
二
年
二
月
二
十
七
日

六
七

学
校

科
目

経
験
年
数

学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大
学
又
は
高
等

専
門
学
校

令
和
元
年
国
土
交
通
省
告
示
第
七
百
四

十
九
号
（
以
下
「
七
百
四
十
九
号
告

示
」
と
い
う
。
）
の
第
一
第
一
号
又
は

第
二
号
に
規
定
す
る
科
目
（
七
百
四
十

九
号
告
示
第
一
各
号
中
「
四
十
単
位
」

と
あ
る
の
は
、
「
三
十
単
位
」
と
読
み

替
え
る
も
の
と
す
る
。
）

一
年

令
和
元
年
国
土
交
通
省
告
示
第
七
百
五

十
号
（
以
下
「
七
百
五
十
号
告
示
」
と

い
う
。
）
の
第
一
第
一
号
又
は
第
二
号

に
規
定
す
る
科
目

二
年

防
衛
省
設
置
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律

第
百
六
十
四
号
）
に
基
づ
く
防
衛
大
学

校
又
は
職
業
能
力
開
発
促
進
法
（
昭
和

四
十
四
年
法
律
第
六
十
四
号
）
に
基
づ

く
職
業
能
力
開
発
総
合
大
学
校
、
職
業

能
力
開
発
大
学
校
若
し
く
は
職
業
能
力

開
発
短
期
大
学
校

七
百
四
十
九
号
告
示
の
第
一
第
一
号
又

は
第
二
号
に
規
定
す
る
科
目

零
年

七
百
四
十
九
号
告
示
の
第
一
第
一
号
又

は
第
二
号
に
規
定
す
る
科
目
（
七
百
四

十
九
号
告
示
第
一
各
号
中
「
四
十
単

位
」
と
あ
る
の
は
、
「
三
十
単
位
」
と

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
）

一
年

七
百
五
十
号
告
示
の
第
一
第
一
号
又
は

第
二
号
に
規
定
す
る
科
目

二
年

学
校
教
育
法
に
基
づ
く
高
等
学
校
又
は

中
等
教
育
学
校

七
百
五
十
号
告
示
の
第
一
第
一
号
又
は

第
二
号
に
規
定
す
る
科
目
（
七
百
五
十

号
告
示
第
一
各
号
中
「
二
十
単
位
」
と

あ
る
の
は
、
「
十
五
単
位
」
と
読
み
替

え
る
も
の
と
す
る
。
）

三
年

　

備
考�　

科
目
の
欄
に
掲
げ
る
科
目
の
単
位
の
計
算
方
法
は
、
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大
学
（
短
期
大

学
を
除
く
。
）
に
あ
っ
て
は
大
学
設
置
基
準
（
昭
和
三
十
一
年
文
部
省
令
第
二
十
八
号
）
又
は

専
門
職
大
学
設
置
基
準
（
平
成
二
十
九
年
文
部
科
学
省
令
第
三
十
三
号
）
の
規
定
の
例
に
よ
る

も
の
と
し
、
同
法
に
基
づ
く
短
期
大
学
に
あ
っ
て
は
短
期
大
学
設
置
基
準
（
昭
和
五
十
年
文
部

省
令
第
二
十
一
号
）
又
は
専
門
職
短
期
大
学
設
置
基
準
（
平
成
二
十
九
年
文
部
科
学
省
令
第
三

十
四
号
）
の
規
定
の
例
に
よ
る
も
の
と
し
、
同
法
に
基
づ
く
高
等
専
門
学
校
に
あ
っ
て
は
高
等

専
門
学
校
設
置
基
準
（
昭
和
三
十
六
年
文
部
省
令
第
二
十
三
号
）
の
規
定
の
例
に
よ
る
も
の
と

し
、
防
衛
省
設
置
法
に
基
づ
く
防
衛
大
学
校
又
は
職
業
能
力
開
発
促
進
法
に
基
づ
く
職
業
能
力

開
発
総
合
大
学
校
若
し
く
は
職
業
能
力
開
発
大
学
校
に
あ
っ
て
は
大
学
設
置
基
準
の
規
定
の
趣

旨
に
準
じ
て
行
う
も
の
と
し
、
同
法
に
基
づ
く
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校
に
あ
っ
て
は
短
期

大
学
設
置
基
準
の
規
定
の
趣
旨
に
準
じ
て
行
う
も
の
と
し
、
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
高
等
学
校

又
は
中
等
教
育
学
校
に
あ
っ
て
は
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
十
一
年
文
部
省
告
示
第
五

十
八
号
）
の
規
定
の
例
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

　

二�　

次
の
表
の
学
校
の
欄
に
掲
げ
る
学
校
を
卒
業
し
た
こ
と
を
入
学
資
格
と
す
る
学
校
教
育
法
に
基

づ
く
専
修
学
校
又
は
各
種
学
校
に
お
い
て
、
修
業
年
限
が
同
表
の
修
業
年
限
の
欄
に
掲
げ
る
年
数

以
上
で
、
同
表
の
科
目
の
欄
に
掲
げ
る
科
目
を
修
め
て
卒
業
し
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
分
に
応

じ
、
同
表
の
経
験
年
数
の
欄
に
掲
げ
る
年
数
以
上
の
建
築
実
務
の
経
験
を
有
す
る
者

学
校

修
業
年
限

科
目

経
験
年
数

学
校
教
育
法
に
基
づ
く
高

等
学
校
若
し
く
は
中
等
教

育
学
校
又
は
旧
中
等
学
校

令
（
昭
和
十
八
年
勅
令
第

三
十
六
号
）
に
基
づ
く
中

等
学
校

二
年

七
百
四
十
九
号
告
示
の
第
一
第
一
号
又

は
第
二
号
に
規
定
す
る
科
目

零
年

七
百
四
十
九
号
告
示
の
第
一
第
一
号
又

は
第
二
号
に
規
定
す
る
科
目
（
七
百
四

十
九
号
告
示
第
一
各
号
中
「
四
十
単

位
」
と
あ
る
の
は
、
「
三
十
単
位
」
と

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
）

一
年

一
年

七
百
五
十
号
告
示
の
第
一
第
一
号
又
は

第
二
号
に
規
定
す
る
科
目

二
年

学
校
教
育
法
に
基
づ
く
中

学
校
又
は
義
務
教
育
学
校

二
年

七
百
五
十
号
告
示
の
第
一
第
一
号
又
は

第
二
号
に
規
定
す
る
科
目
（
七
百
五
十

三
年



山
梨
県
公
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第
七
十
五
号　
　

令
和
二
年
二
月
二
十
七
日

六
八

号
告
示
第
一
各
号
中
「
二
十
単
位
」
と

あ
る
の
は
、
「
十
五
単
位
」
と
読
み
替

え
る
も
の
と
す
る
。
）

一
年

七
百
五
十
号
告
示
の
第
一
第
一
号
又
は

第
二
号
に
規
定
す
る
科
目
（
七
百
五
十

号
告
示
第
一
各
号
中
「
二
十
単
位
」
と

あ
る
の
は
、
「
十
単
位
」
と
読
み
替
え

る
も
の
と
す
る
。
）

四
年

　

備�

考�　

科
目
の
欄
に
掲
げ
る
科
目
の
単
位
の
計
算
方
法
は
、
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
専
修
学
校
に

あ
っ
て
は
専
修
学
校
設
置
基
準
（
昭
和
五
十
一
年
文
部
省
令
第
二
号
）
の
規
定
の
例
に
よ
る
も

の
と
し
、
同
法
に
基
づ
く
各
種
学
校
に
あ
っ
て
は
専
修
学
校
設
置
基
準
の
規
定
の
趣
旨
に
準
じ

て
行
う
も
の
と
す
る
。

　

三�　

次
の
表
の
学
校
の
欄
に
掲
げ
る
学
校
を
卒
業
し
た
後
、
さ
ら
に
職
業
能
力
開
発
促
進
法
に
基
づ

く
職
業
能
力
開
発
校
、
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー
、
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
又
は
認
定
職

業
訓
練
に
お
い
て
、
修
業
年
限
が
同
表
の
修
業
年
限
の
欄
に
掲
げ
る
年
数
以
上
で
、
同
表
の
科
目

の
欄
に
掲
げ
る
科
目
を
修
め
て
卒
業
し
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
経
験
年
数
の

欄
に
掲
げ
る
年
数
以
上
の
建
築
実
務
の
経
験
を
有
す
る
者

学
校

修
業
年
限

科
目

経
験
年
数

学
校
教
育
法
に
基
づ
く
高

等
学
校
若
し
く
は
中
等
教

育
学
校
又
は
旧
中
等
学
校

令
に
基
づ
く
中
等
学
校

三
年

七
百
四
十
九
号
告
示
の
第
一
第
一
号
又

は
第
二
号
に
規
定
す
る
科
目
（
七
百
四

十
九
号
告
示
第
一
各
号
中
「
四
十
単

位
」
と
あ
る
の
は
、
「
三
十
単
位
」
と

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
）

一
年

一
年

七
百
五
十
号
告
示
の
第
一
第
一
号
又
は

第
二
号
に
規
定
す
る
科
目

二
年

学
校
教
育
法
に
基
づ
く
中

学
校
又
は
義
務
教
育
学
校

三
年

七
百
五
十
号
告
示
の
第
一
第
一
号
又
は

第
二
号
に
規
定
す
る
科
目

二
年

二
年

七
百
五
十
号
告
示
の
第
一
第
一
号
又
は

第
二
号
に
規
定
す
る
科
目
（
七
百
五
十

号
告
示
第
一
各
号
中
「
二
十
単
位
」
と

あ
る
の
は
、
「
十
五
単
位
」
と
読
み
替

え
る
も
の
と
す
る
。
）

三
年

一
年

七
百
五
十
号
告
示
の
第
一
第
一
号
又
は

第
二
号
に
規
定
す
る
科
目
（
七
百
五
十

号
告
示
第
一
各
号
中
「
二
十
単
位
」
と

あ
る
の
は
、
「
十
単
位
」
と
読
み
替
え

る
も
の
と
す
る
。
）

四
年

備�

考�　

科
目
の
欄
に
掲
げ
る
科
目
の
単
位
の
計
算
方
法
は
、
専
修
学
校
設
置
基
準
の
規
定
の
趣
旨
に

準
じ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

　

四�　

建
築
士
法
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
建
築
設
備
士

　

五�　

建
築
士
法
第
十
五
条
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知
識
及
び
技
能
を
有
す

る
と
認
め
る
者
（
平
成
二
十
一
年
山
梨
県
告
示
第
五
十
一
号
）
の
施
行
の
日
（
以
下
こ
の
号
及
び

次
号
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
昭
和
二
十
六
年
山
梨
県
告
示
第
二
百
九
十
七
号

（
以
下
こ
の
号
及
び
次
号
に
お
い
て
「
旧
告
示
」
と
い
う
。
）
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
に
掲
げ

る
検
定
に
合
格
し
、
又
は
旧
告
示
第
三
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
、

建
築
に
関
す
る
実
務
の
経
験
年
数
が
こ
れ
ら
の
検
定
又
は
課
程
の
種
類
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
旧
告

示
第
一
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
定
め
る
年
数
に
満
た
な
い
者
で
、
施
行
日
以
後
に
施
行
日
前
の
建

築
に
関
す
る
実
務
の
経
験
年
数
と
施
行
日
以
後
の
建
築
実
務
の
経
験
年
数
を
合
わ
せ
て
こ
れ
ら
の

検
定
又
は
課
程
の
種
類
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
旧
告
示
第
一
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
定
め
る
年
数
以

上
有
す
る
こ
と
と
な
る
も
の

　

六�　

施
行
日
前
か
ら
引
き
続
き
旧
告
示
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
課
程
に
在
学
す
る
者

で
、
施
行
日
以
後
に
こ
れ
ら
の
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
た
後
、
こ
れ
ら
の
課
程
の
種
類
に
応
じ
て

そ
れ
ぞ
れ
旧
告
示
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
定
め
る
年
数
以
上
の
建
築
実
務
の
経
験
を
有
す
る

こ
と
と
な
る
も
の

　

七�　

建
築
士
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
百
十
四
号
）
の
施
行
の
日
（
平

成
二
十
年
十
一
月
二
十
八
日
。
以
下
こ
の
号
か
ら
第
十
号
ま
で
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い

う
。
）
前
に
平
成
三
年
十
月
九
日
付
け
住
指
発
第
四
百
四
十
一
号
建
設
省
住
宅
局
長
通
達
（
以
下

こ
の
号
か
ら
第
十
号
ま
で
に
お
い
て
「
通
達
」
と
い
う
。
）
一
か
ら
八
ま
で
（
二
及
び
六
を
除

く
。
以
下
こ
の
号
及
び
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
掲
げ
る
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
で
、
そ

れ
ぞ
れ
通
達
一
か
ら
八
ま
で
に
お
い
て
建
築
に
関
す
る
実
務
の
経
験
を
要
し
な
い
と
さ
れ
て
い
る



山
梨
県
公
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第
七
十
五
号　
　

令
和
二
年
二
月
二
十
七
日

六
九

も
の

　

八�　

施
行
日
前
か
ら
引
き
続
き
通
達
一
か
ら
八
ま
で
に
掲
げ
る
課
程
に
在
学
し
、
施
行
日
以
後
に
そ

れ
ぞ
れ
こ
れ
ら
の
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
で
、
そ
れ
ぞ
れ
通
達
一
か
ら
八
ま
で
に
お
い
て
建

築
に
関
す
る
実
務
の
経
験
を
要
し
な
い
と
さ
れ
て
い
る
も
の

　

九�　

施
行
日
前
に
通
達
一
か
ら
八
ま
で
（
二
、
四
、
四
の
二
及
び
五
を
除
く
。
次
号
に
お
い
て
同

じ
。
）
に
掲
げ
る
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
、
又
は
通
達
二
に
掲
げ
る
学
校
を
卒
業
し
た
後
、
当
該

学
校
の
種
類
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
通
達
二
に
掲
げ
る
課
程
を
修
了
し
、
建
築
に
関
す
る
実
務
の
経

験
年
数
が
こ
れ
ら
の
課
程
の
種
類
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
通
達
一
か
ら
八
ま
で
（
四
、
四
の
二
及
び

五
を
除
く
。
）
に
定
め
る
年
数
（
以
下
こ
の
号
及
び
次
号
に
お
い
て
「
通
達
年
数
」
と
い
う
。
）

に
満
た
な
い
者
で
、
施
行
日
以
後
に
施
行
日
前
の
建
築
に
関
す
る
実
務
の
経
験
年
数
と
施
行
日
以

後
の
建
築
実
務
の
経
験
年
数
を
合
わ
せ
て
こ
れ
ら
の
課
程
の
種
類
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
通
達
年
数

以
上
有
す
る
こ
と
と
な
る
も
の

　

十�　

施
行
日
前
か
ら
引
き
続
き
通
達
一
か
ら
八
ま
で
に
掲
げ
る
課
程
に
在
学
す
る
者
又
は
通
達
二
に

掲
げ
る
学
校
を
卒
業
し
た
後
、
施
行
日
前
か
ら
引
き
続
き
当
該
学
校
の
種
類
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ

通
達
二
に
掲
げ
る
課
程
に
在
学
す
る
者
で
、
施
行
日
以
後
に
そ
れ
ぞ
れ
こ
れ
ら
の
課
程
を
修
め
て

卒
業
し
、
又
は
修
了
し
た
後
、
こ
れ
ら
の
課
程
の
種
類
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
通
達
年
数
以
上
の
建

築
実
務
の
経
験
を
有
す
る
こ
と
と
な
る
も
の

　

十�

一　

前
各
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
知
事
が
建
築
士
法
第
四
条
第
四
項
第
一
号
及
び
第
二
号
と
同

等
以
上
の
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る
と
認
め
る
者

　
　
　

附　

則

　

こ
の
告
示
は
、
建
築
士
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
九
十
三
号
）
の
施
行
の

日
（
令
和
二
年
三
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
告
示
第
六
十
二
号

　

建
築
士
法
第
十
五
条
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る
と

認
め
る
者
（
平
成
二
十
一
年
山
梨
県
告
示
第
五
十
一
号
）
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定

め
る
。

　
　

令
和
二
年
二
月
二
十
七
日

	

山
梨
県
知
事	

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

　

�　
　

�

建
築
士
法
第
十
五
条
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知
識
及
び
技
能
を
有
す

る
と
認
め
る
者
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

　

建
築
士
法
第
十
五
条
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る
と

認
め
る
者
（
平
成
二
十
一
年
山
梨
県
告
示
第
五
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

題
名
中
「
及
び
第
二
号
」
を
削
る
。

　

本
則
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
第
十
五
条
第
三
号
」
を
「
第
十
五
条
第
二
号
」
に
改
め
、
「
及
び

第
二
号
」
を
削
る
。

　

第
一
号
中
「
（
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
八
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
専
門
職
大
学
の
前
期
課
程
に
あ
っ
て
は
、
修
了
し
た
）
」
を
削
り
、
「
第
十
四
条
第
一
号
」

を
「
第
四
条
第
二
項
第
一
号
」
に
、
「
以
下
同
じ
」
を
「
次
号
及
び
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
」
に
改

め
、
同
号
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

学
校

科
目

経
験
年
数

防
衛
省
設
置
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律

第
百
六
十
四
号
）
に
基
づ
く
防
衛
大
学

校
又
は
職
業
能
力
開
発
促
進
法
（
昭
和

四
十
四
年
法
律
第
六
十
四
号
）
に
基
づ

く
職
業
能
力
開
発
総
合
大
学
校
、
職
業

能
力
開
発
大
学
校
若
し
く
は
職
業
能
力

開
発
短
期
大
学
校

令
和
元
年
国
土
交
通
省
告
示
第
七
百
五

十
三
号
（
以
下
「
七
百
五
十
三
号
告

示
」
と
い
う
。
）
の
第
一
第
一
号
又
は

第
二
号
に
規
定
す
る
科
目

零
年

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第

二
十
六
号
）
に
基
づ
く
高
等
学
校
又
は

中
等
教
育
学
校

七
百
五
十
三
号
告
示
の
第
一
第
一
号
又

は
第
二
号
に
規
定
す
る
科
目
（
七
百
五

十
三
号
告
示
第
一
各
号
中
「
二
十
単

位
」
と
あ
る
の
は
、
「
十
五
単
位
」
と

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
）

一
年

　

備
考�　

科
目
の
欄
に
掲
げ
る
科
目
の
単
位
の
計
算
方
法
は
、
防
衛
省
設
置
法
に
基
づ
く
防
衛
大
学
校

又
は
職
業
能
力
開
発
促
進
法
に
基
づ
く
職
業
能
力
開
発
総
合
大
学
校
若
し
く
は
職
業
能
力
開
発

大
学
校
に
あ
っ
て
は
大
学
設
置
基
準
（
昭
和
三
十
一
年
文
部
省
令
第
二
十
八
号
）
の
規
定
の
趣

旨
に
準
じ
て
行
う
も
の
と
し
、
同
法
に
基
づ
く
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校
に
あ
っ
て
は
短
期

大
学
設
置
基
準
（
昭
和
五
十
年
文
部
省
令
第
二
十
一
号
）
の
規
定
の
趣
旨
に
準
じ
て
行
う
も
の

と
し
、
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
に
あ
っ
て
は
高
等
学
校
学
習
指

導
要
領
（
平
成
十
一
年
文
部
省
告
示
第
五
十
八
号
）
の
規
定
の
例
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

　

第
二
号
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

学
校

修
業
年
限

科
目

経
験
年
数
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梨
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第
七
十
五
号　
　

令
和
二
年
二
月
二
十
七
日

七
〇

学
校
教
育
法
に
基
づ
く
高

等
学
校
若
し
く
は
中
等
教

育
学
校
又
は
旧
中
等
学
校

令
（
昭
和
十
八
年
勅
令
第

三
十
六
号
）
に
基
づ
く
中

等
学
校

一
年

七
百
五
十
三
号
告
示
の
第
一
第
一
号
又

は
第
二
号
に
規
定
す
る
科
目

零
年

学
校
教
育
法
に
基
づ
く
中

学
校
又
は
義
務
教
育
学
校

二
年

七
百
五
十
三
号
告
示
の
第
一
第
一
号
又

は
第
二
号
に
規
定
す
る
科
目
（
七
百
五

十
三
号
告
示
第
一
各
号
中
「
二
十
単

位
」
と
あ
る
の
は
、
「
十
五
単
位
」
と

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
）

一
年

一
年

七
百
五
十
三
号
告
示
の
第
一
第
一
号
又

は
第
二
号
に
規
定
す
る
科
目
（
七
百
五

十
三
号
告
示
第
一
各
号
中
「
二
十
単

位
」
と
あ
る
の
は
、
「
十
単
位
」
と
読

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
）

二
年

　

備
考�　

科
目
の
欄
に
掲
げ
る
科
目
の
単
位
の
計
算
方
法
は
、
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
専
修
学
校
に

あ
っ
て
は
専
修
学
校
設
置
基
準
（
昭
和
五
十
一
年
文
部
省
令
第
二
号
）
の
規
定
の
例
に
よ
る
も

の
と
し
、
同
法
に
基
づ
く
各
種
学
校
に
あ
っ
て
は
専
修
学
校
設
置
基
準
の
規
定
の
趣
旨
に
準
じ

て
行
う
も
の
と
す
る
。

　

第
三
号
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

学
校

修
業
年
限

科
目

経
験
年
数

学
校
教
育
法
に
基
づ
く
高

等
学
校
若
し
く
は
中
等
教

育
学
校
又
は
旧
中
等
学
校

令
に
基
づ
く
中
等
学
校

一
年

七
百
五
十
三
号
告
示
の
第
一
第
一
号
又

は
第
二
号
に
規
定
す
る
科
目

零
年

学
校
教
育
法
に
基
づ
く
中

学
校
又
は
義
務
教
育
学
校

三
年

七
百
五
十
三
号
告
示
の
第
一
第
一
号
又

は
第
二
号
に
規
定
す
る
科
目

零
年

二
年

七
百
五
十
三
号
告
示
の
第
一
第
一
号
又

は
第
二
号
に
規
定
す
る
科
目
（
七
百
五

十
三
号
告
示
第
一
各
号
中
「
二
十
単

位
」
と
あ
る
の
は
、
「
十
五
単
位
」
と

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
）

一
年

一
年

七
百
五
十
三
号
告
示
の
第
一
第
一
号
又

は
第
二
号
に
規
定
す
る
科
目
（
七
百
五

十
三
号
告
示
第
一
各
号
中
「
二
十
単

位
」
と
あ
る
の
は
、
「
十
単
位
」
と
読

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
）

二
年

　

備
考�　

科
目
の
欄
に
掲
げ
る
科
目
の
単
位
の
計
算
方
法
は
、
専
修
学
校
設
置
基
準
の
規
定
の
趣
旨
に

準
じ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

　

第
五
号
中
「
日
（
以
下
」
の
下
に
「
こ
の
号
及
び
次
号
に
お
い
て
」
を
、
「
第
二
百
九
十
七
号
（
以

下
」
の
下
に
「
こ
の
号
及
び
次
号
に
お
い
て
」
を
加
え
、
「
卒
業
し
、
建
築
に
関
す
る
実
務
の
経
験
年

数
が
こ
れ
ら
の
検
定
又
は
課
程
の
種
類
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
旧
告
示
第
一
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
定
め

る
年
数
に
満
た
な
い
者
で
施
行
日
以
後
に
施
行
日
前
の
建
築
に
関
す
る
実
務
の
経
験
年
数
と
施
行
日
以

後
の
建
築
実
務
の
経
験
年
数
を
合
わ
せ
て
こ
れ
ら
の
課
程
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
旧
告
示
第
一
号
か
ら
第

七
号
ま
で
に
定
め
る
年
数
以
上
有
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
」
を
「
卒
業
し
た
者
」
に
改
め
る
。

　

第
六
号
中
「
施
行
日
」
を
「
、
施
行
日
」
に
改
め
、
「
卒
業
し
た
後
、
こ
れ
ら
の
課
程
の
種
類
に
応

じ
て
そ
れ
ぞ
れ
旧
告
示
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
定
め
る
年
数
以
上
の
建
築
実
務
の
経
験
を
有
す
る

こ
と
と
な
る
も
の
」
を
「
卒
業
し
た
者
」
に
改
め
る
。

　

第
七
号
中
「
及
び
第
二
号
」
を
削
り
、
同
号
を
第
九
号
と
す
る
。

　

第
六
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

　

七�　

建
築
士
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
百
十
四
号
）
の
施
行
の
日
（
平

成
二
十
年
十
一
月
二
十
八
日
。
次
号
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
平
成
三
年
十
月
九

日
付
け
住
指
発
第
四
百
四
十
一
号
建
設
省
住
宅
局
長
通
達
（
以
下
こ
の
号
及
び
次
号
に
お
い
て

「
通
達
」
と
い
う
。
）
一
か
ら
八
ま
で
（
二
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
、
又

は
通
達
二
に
掲
げ
る
学
校
を
卒
業
し
た
後
、
当
該
学
校
の
種
類
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
通
達
二
に
掲

げ
る
課
程
を
修
了
し
た
者

　

八�　

施
行
日
前
か
ら
引
き
続
き
通
達
一
か
ら
八
ま
で
（
二
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
課
程
に
在
学
す
る

者
又
は
通
達
二
に
掲
げ
る
学
校
を
卒
業
し
た
後
、
施
行
日
前
か
ら
引
き
続
き
当
該
学
校
の
種
類
に

応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
通
達
二
に
掲
げ
る
課
程
に
在
学
す
る
者
で
、
施
行
日
以
後
に
そ
れ
ぞ
れ
こ
れ
ら

　

七
〇



山
梨
県
公
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第
七
十
五
号　
　

令
和
二
年
二
月
二
十
七
日

七
一

の
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
、
又
は
修
了
し
た
も
の

　
　
　

附　

則

　

こ
の
告
示
は
、
建
築
士
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
九
十
三
号
）
の
施
行
の

日
（
令
和
二
年
三
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
告
示
第
六
十
三
号

　

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
道
路

の
位
置
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
告
示
す
る
。
そ
の
関
係
図
書
は
、
山
梨
県
富
士
・
東
部
建
設
事

務
所
（
吉
田
支
所
を
除
く
。
）
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
二
年
二
月
二
十
七
日

	

山
梨
県
知
事	

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

一　

指
定
の
年
月
日　

令
和
二
年
二
月
十
八
日

二　

指
定
道
路
の
位
置　

富
士
吉
田
市
旭
一
丁
目
三
千
三
百
番
一

三　

指
定
道
路
の
幅
員　

六
・
〇
二
メ
ー
ト
ル

四　

指
定
道
路
の
延
長　

四
十
四
・
〇
二
メ
ー
ト
ル

　
　
　
　
　
　

公　
　
　

告

◉　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請

　

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請
が
あ
っ
た
。
そ
の
関
係
書
類
は
、
山
梨
県
県
民
情
報
セ

ン
タ
ー
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
二
年
二
月
二
十
七
日

	

山
梨
県
知
事	

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

一　

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日　

令
和
二
年
二
月
十
日

二�　

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
並

び
に
そ
の
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

　

1　

名
称　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
運
動
教
室

　

2　

代
表
者
の
氏
名　

村
松
俊
哉

　

3　

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地　

山
梨
県
山
梨
市
大
野
九
百
五
十
二
番
地
の
六

　

4
�　

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的　

こ
の
法
人
は
、
地
域
の
乳
幼
児
か
ら
中
高
齢
者
、
障
害
の
有
無
な

ど
に
関
わ
ら
ず
す
べ
て
の
人
に
、
健
康
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
事
業
を
行
い
、
地
域
社
会
に
希
望

と
活
力
を
与
え
る
こ
と
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

三　

縦
覧
期
間　

令
和
二
年
二
月
十
七
日
か
ら
同
年
三
月
十
七
日
ま
で

◉　

土
地
改
良
法
第
八
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
県
営
土
地
改
良
事
業
計
画
の
決
定

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
県
営
土

地
改
良
事
業
（
三
珠
地
区
土
地
改
良
施
設
耐
震
対
策
事
業
）
計
画
を
定
め
た
の
で
、
同
条
第
五
項
の
規

定
に
よ
り
公
告
し
、
及
び
次
の
と
お
り
関
係
書
類
を
縦
覧
に
供
す
る
。
な
お
、
こ
の
公
告
に
係
る
決
定

に
対
し
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
山
梨
県
知
事
に
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
公

告
に
係
る
決
定
に
つ
い
て
は
、
前
記
の
審
査
請
求
の
ほ
か
、
山
梨
県
を
被
告
と
し
て
、
取
消
し
の
訴
え

を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

令
和
二
年
二
月
二
十
七
日

	

山
梨
県
知
事	

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

一　

縦
覧
書
類　

県
営
土
地
改
良
事
業
計
画
書
の
写
し

二　

縦
覧
期
間　

こ
の
公
告
の
日
か
ら
令
和
二
年
三
月
二
十
七
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所　

市
川
三
郷
町
役
場

四　

審
査
請
求
期
間　

こ
の
公
告
の
日
か
ら
令
和
二
年
四
月
十
三
日
ま
で

五　

取
消
訴
訟
の
出
訴
期
間　

こ
の
公
告
の
日
か
ら
令
和
二
年
八
月
二
十
七
日
ま
で

◉　

土
地
改
良
法
第
八
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
県
営
土
地
改
良
事
業
計
画
の
決
定

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
県
営
土

地
改
良
事
業
（
上
野
地
区
湛
水
防
除
事
業
）
計
画
を
定
め
た
の
で
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
公
告

し
、
及
び
次
の
と
お
り
関
係
書
類
を
縦
覧
に
供
す
る
。
な
お
、
こ
の
公
告
に
係
る
決
定
に
対
し
て
不
服

が
あ
る
と
き
は
、
山
梨
県
知
事
に
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
公
告
に
係
る
決
定

に
つ
い
て
は
、
前
記
の
審
査
請
求
の
ほ
か
、
山
梨
県
を
被
告
と
し
て
、
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
　

令
和
二
年
二
月
二
十
七
日

	

山
梨
県
知
事	

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

一　

縦
覧
書
類　

県
営
土
地
改
良
事
業
計
画
書
の
写
し

二　

縦
覧
期
間　

こ
の
公
告
の
日
か
ら
令
和
二
年
三
月
二
十
七
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所　

市
川
三
郷
町
役
場

四　

審
査
請
求
期
間　

こ
の
公
告
の
日
か
ら
令
和
二
年
四
月
十
三
日
ま
で

五　

取
消
訴
訟
の
出
訴
期
間　

こ
の
公
告
の
日
か
ら
令
和
二
年
八
月
二
十
七
日
ま
で

◉　

土
地
改
良
法
第
八
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
県
営
土
地
改
良
事
業
計
画
の
決
定

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
県
営
土

地
改
良
事
業
（
西
嶋
・
八
日
市
場
地
区
湛
水
防
除
事
業
）
計
画
を
定
め
た
の
で
、
同
条
第
五
項
の
規
定
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七
二

に
よ
り
公
告
し
、
及
び
次
の
と
お
り
関
係
書
類
を
縦
覧
に
供
す
る
。
な
お
、
こ
の
公
告
に
係
る
決
定
に

対
し
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
山
梨
県
知
事
に
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
公
告

に
係
る
決
定
に
つ
い
て
は
、
前
記
の
審
査
請
求
の
ほ
か
、
山
梨
県
を
被
告
と
し
て
、
取
消
し
の
訴
え
を

提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

令
和
二
年
二
月
二
十
七
日

	

山
梨
県
知
事	

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

一　

縦
覧
書
類　

県
営
土
地
改
良
事
業
計
画
書
の
写
し

二　

縦
覧
期
間　

こ
の
公
告
の
日
か
ら
令
和
二
年
三
月
二
十
七
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所　

身
延
町
役
場

四　

審
査
請
求
期
間　

こ
の
公
告
の
日
か
ら
令
和
二
年
四
月
十
三
日
ま
で

五　

取
消
訴
訟
の
出
訴
期
間　

こ
の
公
告
の
日
か
ら
令
和
二
年
八
月
二
十
七
日
ま
で

　
　
　
　
　
　

選
挙
管
理
委
員
会

山
梨
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
十
六
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
、
第
七
条
及
び
第
十
七

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
次
の
と
お
り
あ
っ
た
。

　
　

令
和
二
年
二
月
二
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
梨
県
選
挙
管
理
委
員
会

委　

員　

長　
　

中　
　

込　
　

ま
さ
ゑ　
　

　

政
治
資
金
規
正
法
第
六
条
第
一
項
第
一
号
に
よ
る
届
出　

政
治
団
体
設
立
届

　
　

政
党
の
支
部

名　
　
　
　
　

称

代
表
者
氏
名

会
計
責
任
者
氏
名

主　

た　

る　

事　

務　

所　

の　

所　

在　

地

設
立
年
月
日

届
出
年
月
日

自
由
民
主
党
山
梨
県
甲
府
市
第
二

支
部

臼　

井　

友　

基

小　

林　

峻　

一

甲
府
市
下
飯
田
一
｜
一
〇
｜
一
五

令
和
二
年
一
月

二
十
四
日

令
和
二
年
二
月

四
日

　
　

そ
の
他
の
政
治
団
体

名　
　
　
　
　

称

代
表
者
氏
名

会
計
責
任
者
氏
名

主　

た　

る　

事　

務　

所　

の　

所　

在　

地

設
立
年
月
日

届
出
年
月
日

矢
崎
ゆ
き
を
支
援
す
る
会

矢　

崎　
　
　

浩

楠　
　
　

賢　

治

甲
州
市
塩
山
下
於
曽
五
四
二

令
和
二
年
一
月

十
日

令
和
二
年
一
月

十
日

大
芝
正
和
後
援
会

大　

芝　

正　

和

大　

芝　

文　

子

北
杜
市
高
根
町
村
山
西
割
一
二
二
五

令
和
二
年
一
月

十
二
日

令
和
二
年
一
月

十
五
日

桐
原
ま
さ
ひ
と
を
支
援
す
る
会

雨　

宮　
　
　

宏

桐　

原　

美　

和

甲
州
市
塩
山
上
於
曽
一
九
四
一

令
和
二
年
一
月

令
和
二
年
一
月



山
梨
県
公
報　
　

第
七
十
五
号　
　

令
和
二
年
二
月
二
十
七
日

七
三

一
日

十
六
日

山
梨
県
知
事
長
崎
幸
太
郎
後
援
会

大
里
支
部

田　

中　

敬　

二

松　

村　

公　

二

甲
府
市
大
里
町
二
一
四
一
｜
一

令
和
二
年
一
月

十
九
日

令
和
二
年
一
月

二
十
四
日

政
治
資
金
規
正
法
第
七
条
に
よ
る
届
出　

届
出
事
項
の
異
動
届

区
分

名　
　
　
　
　

称

代
表
者
氏
名

会
計
責
任
者
氏
名

主　

た　

る　

事　

務　

所　

の　

所　

在　

地

異
動
年
月
日

届
出
年
月
日

新

お
さ
だ
信
夫
後
援
会「
新
信
会
」

長　

田　

信　

夫

令
和
二
年
一
月

十
日

令
和
二
年
一
月

十
日

旧

戸　

田　
　
　

豪

新

佐
野
和
広
後
援
会

佐　

野　

哲　

也

令
和
二
年
一
月

十
五
日

令
和
二
年
一
月

十
七
日

旧

仲　

亀　

七　

郎

新

井
出
一
司
後
援
会
一
司
会

北
杜
市
長
坂
町
長
坂
上
条
四
三
六
｜
三

令
和
二
年
一
月

二
十
四
日

令
和
二
年
一
月

二
十
四
日

旧

北
杜
市
長
坂
町
長
坂
上
条
二
三
四
六

新

小
泉
ふ
み
お
後
援
会

小　

泉　

彩　

夏

令
和
元
年
六
月

二
十
日

令
和
二
年
一
月

二
十
四
日

旧

岩　

崎　

八　

郎

新

黒
川
た
け
お
後
援
会

甲
州
市
塩
山
下
於
曽
一
六
一
三

令
和
二
年
一
月

二
十
六
日

令
和
二
年
一
月

二
十
七
日

旧

甲
州
市
塩
山
下
小
田
原
五
八
八
｜
一

新

正
友
会

甲
府
市
羽
黒
町
一
五
六
一
｜
五

令
和
元
年
五
月

一
日

令
和
二
年
二
月

四
日

旧

甲
府
市
羽
黒
町
二
〇
二
｜
一

新

雄
友
会

田　

中　

一　

夫

令
和
元
年
七
月

一
日

令
和
二
年
二
月

六
日

旧

望　

月　

秀　

人

新

あ
っ
ち
ゃ
ん
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ

上
野
原
市
上
野
原
五
九
四
｜
一

令
和
二
年
一
月

一
日

令
和
二
年
二
月

七
日

旧

上
野
原
市
上
野
原
五
七
九

新

自
由
民
主
党
山
梨
県
保
育
推
進

連
盟
支
部

雨　

宮　

美　

鈴

渡　

邉　

正　

志

甲
州
市
塩
山
赤
尾
七
一
三
｜
一
赤
尾
保
育
園
内

令
和
二
年
一
月

三
十
一
日

令
和
二
年
二
月

七
日

旧

佐
々
木
浩
道

三　

神　

久　

忠

甲
州
市
勝
沼
町
下
岩
崎
一
七
三
一
岩
崎
保
育
園
内

新

渡
辺
あ
つ
お
後
援
会

上
野
原
市
上
野
原
五
九
四
｜
一

令
和
二
年
一
月

一
日

令
和
二
年
二
月

七
日

旧

上
野
原
市
上
野
原
五
七
九

　

政
治
資
金
規
正
法
第
十
七
条
第
一
項
に
よ
る
届
出　

政
治
団
体
解
散
届



山
梨
県
公
報　
　

第
七
十
五
号　
　

令
和
二
年
二
月
二
十
七
日

七
四

名　
　
　
　
　

称

代
表
者
氏
名

会
計
責
任
者
氏
名

主　

た　

る　

事　

務　

所　

の　

所　

在　

地

解
散
年
月
日

届
出
年
月
日

み
の
る
会

深　

澤　
　
　

孝

大　

塩　

益　

貴

南
巨
摩
郡
富
士
川
町
舂
米
一
六
〇
三

令
和
元
年
十
二

月
三
十
一
日

令
和
二
年
一
月

九
日

渡
辺
き
み
よ
し
後
援
会

渡　

邉　

君　

義

大　

森　

光　

國

南
都
留
郡
忍
野
村
忍
草
三
五
二

令
和
元
年
十
二

月
三
十
一
日

令
和
二
年
一
月

十
日

山
梨
県
宮
崎
ま
さ
お
後
援
会

保　

坂　
　
　

武

有
賀
善
太
郎

笛
吹
市
石
和
町
四
日
市
場
八
〇
九
｜
五

令
和
元
年
十
二

月
二
十
七
日

令
和
二
年
一
月

二
十
七
日

及
川
三
郎
を
励
ま
す
会

菅　

谷　

正　

也

外　

川　

文　

政

富
士
吉
田
市
上
吉
田
三
｜
一
五
｜
一
六

令
和
元
年
十
二

月
三
十
一
日

令
和
二
年
一
月

三
十
日

　
　
　
　
　
　

教
育
委
員
会

山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
四
号

　

山
梨
県
立
学
校
管
理
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

令
和
二
年
二
月
二
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
梨
県
教
育
委
員
会

教
育
長　
　

市　
　

川　
　
　
　
　

満　
　

　
　
　

山
梨
県
立
学
校
管
理
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
山
梨
県
立
学
校
管
理
規
則
の
一
部
改
正
）

第�

一
条　

山
梨
県
立
学
校
管
理
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
三
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

�　

第
一
条
の
三
第
三
項
中
「
保
護
者
」
の
下
に
「
（
子
に
対
し
て
親
権
を
行
う
者
（
親
権
を
行
う
者

の
な
い
と
き
は
、
未
成
年
後
見
人
）
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
加
え
る
。

　

�　

第
二
十
三
条
第
一
項
中
「
保
護
者
及
び
保
証
人
」
を
「
保
証
人
二
名
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を

第
三
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

　

2
�　

寄
宿
舎
に
入
舍
又
は
寄
宿
舎
か
ら
退
舎
し
よ
う
と
す
る
者
が
未
成
年
で
あ
る
と
き
は
、
保
証
人

の
う
ち
一
人
は
保
護
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
保
護
者
が
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り

で
は
な
い
。

（
山
梨
県
立
高
等
学
校
学
則
の
一
部
改
正
）

第�

二
条　

山
梨
県
立
高
等
学
校
学
則
（
昭
和
三
十
六
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
四
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

�　

第
十
五
条
第
一
項
第
五
号
中
「
保
護
者
」
の
下
に
「
（
子
に
対
し
て
親
権
を
行
う
者
（
親
権
を
行

う
者
の
な
い
と
き
は
、
未
成
年
後
見
人
）
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
加
え
る
。



山
梨
県
公
報　
　

第
七
十
五
号　
　

令
和
二
年
二
月
二
十
七
日

七
五

　

�　

第
二
十
条
第
一
項
中
「
保
護
者
及
び
保
証
人
」
を
「
保
証
人
二
名
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
を
第

四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
保
証
人
」
の
下
に
「
（
保
護
者
で
な
い
保
証
人
に
限
る
。
以
下
本
項

及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の

一
項
を
加
え
る
。

　

2
�　

前
条
の
入
学
し
た
者
が
未
成
年
で
あ
る
と
き
は
、
保
証
人
の
う
ち
一
人
は
保
護
者
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
保
護
者
が
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

　
　

第
二
十
一
条
中
「
保
護
者
又
は
保
証
人
」
を
「
保
証
人
」
に
改
め
る
。

　
　

第
二
十
二
条
第
一
項
中
「
保
護
者
及
び
保
証
人
」
を
「
保
証
人
二
名
」
に
改
め
る
。

　
　

第
三
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



山
梨
県
公
報　
　

第
七
十
五
号　
　

令
和
二
年
二
月
二
十
七
日

七
六

第三号様式第三号様式 
 

誓

約

書 

  

私
は
、
在
学
中
規
則
や
命
令
等
を
守
り
、
生
徒
と
し
て
の
本
分
を
全
う

す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
。 

 
年 

 

月 
 

日 

 

氏

名 

住

所 

  

右
の
者
の
在
学
中
、
諸
規
則
等
を
守
ら
せ
る
責
務
は
、
私
ど
も
連
帯 

し
て
引
き
受
け
ま
す
。 

 

保
証
人

氏

名 
 

 
 
 

 

印 

（
保
護
者
等
）

住

所 

生
徒
と
の
関
係 

 

保
証
人

氏

名 
 

 
 
 

 

印 

住 

所 
 
 

 
 

 
 

保
護
者
と
の
関
係 

  

山
梨
県
立 

 

高
等
学
校
長 

 

殿 

 (

注)
 

一 

入
学
時
に
生
徒
が
未
成
年
で
あ
る
と
き
は
、
保
証
人
の
う
ち 

一
人
は
保
護
者
と
す
る
こ
と
。 

二 

保
護
者
で
な
い
保
証
人
は
、
成
年
で
山
梨
県
内
に
お
い
て
独 

立
の
生
計
を
営
む
者
で
あ
る
こ
と
。 

 



山
梨
県
公
報　
　

第
七
十
五
号　
　

令
和
二
年
二
月
二
十
七
日

七
七

（
山
梨
県
立
特
別
支
援
学
校
学
則
の
一
部
改
正
）

第�

三
条　

山
梨
県
立
特
別
支
援
学
校
学
則
（
昭
和
五
十
三
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
五
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

�　

第
十
七
条
の
前
の
見
出
し
中
「
保
護
者
及
び
保
証
人
」
を
「
保
証
人
」
に
、
同
条
第
一
項
中
「
保

護
者
」
を
「
保
証
人
」
に
改
め
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

　

2
�　

前
項
の
保
証
人
は
、
入
学
を
許
可
さ
れ
た
者
が
未
成
年
で
あ
る
と
き
は
、
保
護
者
（
子
に
対

し
て
親
権
を
行
う
者
（
親
権
を
行
う
者
の
な
い
と
き
は
、
未
成
年
後
見
人
）
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
保
護
者
が
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

　

�　

第
十
八
条
第
一
項
中
「
誓
約
書
に
は
、
」
の
下
に
「
前
条
に
規
定
す
る
保
証
人
以
外
の
」
を
、
同

条
第
二
項
中
「
保
証
人
」
の
下
に
「
（
保
護
者
で
な
い
保
証
人
に
限
る
。
以
下
本
項
及
び
次
項
に
お

い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
る
。

　
　

第
十
九
条
中
「
保
護
者
又
は
保
証
人
」
を
「
保
証
人
」
に
改
め
る
。

　
　

第
二
十
条
中
「
保
護
者
及
び
保
証
人
」
を
「
保
証
人
二
名
」
に
改
め
る
。

　
　

第
一
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



山
梨
県
公
報　
　

第
七
十
五
号　
　

令
和
二
年
二
月
二
十
七
日

七
八

第一号様式（第十七条関係）第一号様式(第十七条関係) 

 
 

 
 

 
 

 

保
証
人 

氏

名 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

印 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

住

所 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

保
護
者
と
の
関
係 

  
 

山
梨
県
立 

 

学
校
長
殿 

 (

注)
 

一 

入
学
時
に
生
徒
が
未
成
年
で
あ
る
と
き
は
、
保
証
人
の
う
ち

一
人
は
保
護
者
と
す
る
こ
と
。

二 

保
護
者
で
な
い
保
証
人
は
、
成
年
で
山
梨
県
内
に
お
い
て
独 

立
の
生
計
を
営
む
者
で
あ
る
こ
と
。 

 
 

 
 

 
 

年 
 

月 
 

日 

  
 

 
 

 
 

 

保
証
人 

氏

名 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

印 

（
保
護
者
等
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

住

所 

引
き
受
け
、 

  
 

 
 

 
 

 

誓

約

書 

  
 

 
 

 
 

 
 

本

人 

氏

名 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

住

所 

 

右
の
者
の
在
学
中
、
諸
規
則
等
を
守
ら
せ
る
責
務
は
、
私
ど
も
連
帯
し
て 

幼
児 

生
徒 

と
し
て
の
本
分
を
全
う
さ
せ
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
。 

幼
児 

生
徒 

と
の
関
係 

  



山
梨
県
公
報　
　

第
七
十
五
号　
　

令
和
二
年
二
月
二
十
七
日

七
九

（
山
梨
県
立
特
別
支
援
学
校
通
学
区
域
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第�

四
条　

山
梨
県
立
特
別
支
援
学
校
通
学
区
域
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
八
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規

則
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

�　

第
二
条
中
「
入
学
し
よ
う
と
す
る
者
」
の
下
に
「
で
あ
っ
て
未
成
年
で
あ
る
も
の
」
を
加
え
、

「
、
親
権
を
行
う
者
の
な
い
と
き
は
、
未
成
年
後
見
人
又
は
未
成
年
後
見
人
の
職
務
を
行
う
者
」
を

「
（
親
権
を
行
う
者
の
な
い
と
き
は
、
未
成
年
後
見
人
）
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
た
だ
し
書
き
を

加
え
る
。

　
　
　

た
だ
し
、
保
護
者
が
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
教
育
委
員
会
告
示
第
一
号

　

山
梨
県
立
学
校
授
業
料
及
び
入
学
料
減
免
施
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

　
　

令
和
二
年
二
月
二
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
梨
県
教
育
委
員
会

教
育
長　
　

市　
　

川　
　
　
　
　

満　
　

　
　
　

山
梨
県
立
学
校
授
業
料
及
び
入
学
料
減
免
施
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

　

山
梨
県
立
学
校
授
業
料
及
び
入
学
料
減
免
施
行
規
程
（
昭
和
六
十
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
告
示
第
一

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
条
第
一
項
第
一
号
中
「
保
護
者
」
を
「
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
施
行

令
（
平
成
二
十
二
年
政
令
第
百
十
二
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
就
学
に
要
す
る
経
費
を
負
担
す

べ
き
者
（
以
下
「
保
護
者
等
」
と
い
う
。
）
」
に
、
同
項
第
二
号
中
「
保
護
者
」
を
「
保
護
者
等
」
に

改
め
る
。

　

第
一
号
様
式
、
第
三
号
様
式
の
二
、
第
三
号
様
式
の
三
、
第
五
号
様
式
、
第
六
号
様
式
及
び
第
七
号

様
式
中
「保

護
者

」
を
「保
護
者
等

」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
告
示
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　

公
安
委
員
会

山
梨
県
公
安
委
員
会
告
示
第
十
六
号

　

信
号
機
の
設
置
、
車
両
の
通
行
禁
止
、
制
限
そ
の
他
の
交
通
規
制
（
昭
和
四
十
九
年
山
梨
県
公
安
委

員
会
告
示
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
と
お
り
改
正
し
、
関
係
道
路
標
識
等
が
設
置
又
は
撤
去
さ
れ
た

日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
山
梨
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
五
年
山
梨
県
公
安

委
員
会
規
則
第
七
号
）
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

令
和
二
年
二
月
二
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
梨
県
公
安
委
員
会

委
員
長　
　

石　
　

川　
　
　
　
　

恵　
　

　

別
表
第
一
中

「

一
九
六

笛
吹
市
八
代
町
増
利
一
六
五
番
地
先

（
県
道
と
市
道
と
の
丁
字
路
交
差

点
）

ひ
だ
ま
り
公
園

前

平
成
二
九
年
四
月
二
〇
日

告
示
第
四
四
号

」

を「

一
九
六

笛
吹
市
八
代
町
増
利
一
六
五
番
地
先

（
県
道
と
市
道
と
の
丁
字
路
交
差

点
）

ひ
だ
ま
り
公
園

前

平
成
二
九
年
四
月
二
〇
日

告
示
第
四
四
号

一
九
七

笛
吹
市
御
坂
町
上
黒
駒
一
、
八
二
一

番
地
先
（
国
道
一
三
七
号
と
市
道
と

の
十
字
路
交
差
点
）

御
坂
東
小
学
校

東

令
和
二
年
二
月
二
七
日

告
示
第
一
六
号

」

に
、

「

一
七
七

富
士
吉
田
市
上
吉
田
四
、
五
九
八
番

地
五
先
（
市
道
同
士
の
十
字
路
交
差

点
）

富
士
吉
田
Ｉ
Ｃ

南

平
成
元
年
一
二
月
一
九
日

告
示
第
九
二
号

」

を「

一
七
七

富
士
吉
田
市
上
吉
田
四
、
五
九
八
番

地
五
先
（
市
道
同
士
の
十
字
路
交
差

点
）

富
士
吉
田
Ｉ
Ｃ

南

平
成
元
年
一
二
月
一
九
日

告
示
第
九
二
号

一
七
八

南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
精
進
五
一

四
番
地
八
先
（
国
道
一
三
九
号
と
県

道
精
進
湖
畔
線
と
の
十
字
路
交
差

点
）

精
進
湖
民
宿
村

入
口

令
和
二
年
二
月
二
七
日

告
示
第
一
六
号

」

に
改
め
る
。



山
梨
県
公
報　
　

第
七
十
五
号　
　

令
和
二
年
二
月
二
十
七
日

八
〇

　

別
表
第
四
の
三
一
八
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三
一
八

削
除

南
ア
ル
プ
ス

令
和
二
年
二
月
二

七
日
告
示
第
一
六
号

別
表
第
四
の
六
二
〇
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

六
二
一

市
道

甲
府
市
西
下
条
町

一
、
一
六
七
番
地
三

五
先
（
市
道
同
士
の

丁
字
路
交
差
点
）
か

ら
甲
府
市
落
合
町

一
、
一
一
一
番
地
先

（
県
道
甲
府
精
進
湖

線
と
市
道
と
の
丁
字

路
交
差
点
）
ま
で
の

間
（
九
八
〇
メ
ー
ト

ル
）

車
両
（

軽
車
両

を
除
く

。
）

車
両
進
行

南
か
ら
北

へ八
時
か
ら

一
七
時
ま

で
（
日
曜

を
除
く
。

）

南
甲

府

令
和
二
年
二
月
二

七
日
告
示
第
一
六
号

別
表
第
九
の
三
九
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三
九

一
五
Ｋ

二
八
八

踏
切

南
都
留
郡
西
桂

町
小
沼
一
、
二

一
一
番
地
の
二

先

一
・
六

七
・
〇

自
動
車

（
二
輪

、
小
特

を
除
く

。
）

大
月

令
和
二
年
二
月

二
七
日

告
示
第
一
六
号

別
表
第
九
の
四
一
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

四
一

農
道
忠

魂
碑
踏

切

南
都
留
郡
西
桂

町
小
沼
二
、
〇

四
五
番
地
の
三

先

一
・
六

七
・
〇

自
動
車

（
二
輪

、
小
特

を
除
く

。
）

大
月

令
和
二
年
二
月

二
七
日

告
示
第
一
六
号

別
表
第
十
の
七
〇
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

七
〇

主
要
地

方
道
甲

府
韮
崎

線

甲
府
市
緑
が
丘
一
丁
目
三
番
八
号
先

（
総
合
グ
ラ
ン
ド
入
口
交
差
点
）

四

甲
府

令
和
二
年
二
月

二
七
日

告
示
第
一
六
号

別
表
第
十
の
五
五
七
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

五
五
七

主
要
地

方
道
甲

府
南
ア

ル
プ
ス

線

南
ア
ル
プ
ス
市
十
五
所
四
七
四
番
地

先

四

南
ア
ル
プ

ス

令
和
二
年
二
月

二
七
日

告
示
第
一
六
号

別
表
第
十
の
三
、
三
九
二
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三
、
三
九
二

削
除

南
ア

ル
プ
ス

令
和
二
年
二
月

二
七
日

告
示
第
一
六
号

別
表
第
十
四
の
一
、
七
六
三
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

一
、
七

六
四

市
道

甲
斐
市
西
八
幡
二
、

三
九
三
番
地
先
（
主

要
地
方
道
甲
斐
中
央

線
と
市
道
と
の
丁
字

路
交
差
点
）
か
ら
甲

斐
市
西
八
幡
三
、
一

九
〇
番
地
先
（
市
道

同
士
の
丁
字
路
交
差

点
）
ま
で
の
間

八
〇
〇

車
両
（

け
ん
引

③
を
除

く
。
）

三
〇

韮
崎

令
和
二
年

二
月
二
七

日告
示
第
一

六
号

別
表
第
十
六
の
七
、
二
二
六
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

七
、
二
二
六

削
除

南
ア
ル

プ
ス

令
和
二
年
二
月
二

七
日

告
示
第
一
六
号

別
表
第
十
六
の
七
、
八
二
三
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

七
、
八
二
三

削
除

富
士
吉

田

令
和
二
年
二
月
二

七
日
告
示
第
一
六
号

別
表
第
十
六
の
一
一
、
〇
五
六
及
び
一
一
、
〇
五
七
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一
一
、
〇
五
六

削
除

笛
吹

令
和
二
年
二
月
二

七
日
告
示
第
一
六
号

一
一
、
〇
五
七

削
除

笛
吹

令
和
二
年
二
月
二

七
日
告
示
第
一
六
号

　

八
〇



山
梨
県
公
報　
　

第
七
十
五
号　
　

令
和
二
年
二
月
二
十
七
日

八
一

別
表
第
十
六
の
一
二
、
〇
一
四
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一
二
、
〇
一
四

削
除

富
士
吉

田

令
和
二
年
二
月
二

七
日
告
示
第
一
六
号

別
表
第
十
六
の
一
二
、
〇
一
九
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

一
二
、
〇
二
〇

村
道

南
都
留
郡
山
中
湖
村
山
中
二
四
八

番
地
一
先
（
村
道
同
士
の
丁
字
路

交
差
点
・
南
進
車
両
）

富
士
吉

田

令
和
二
年
二
月
二

七
日
告
示
第
一
六
号

一
二
、
〇
二
一

村
道

南
都
留
郡
山
中
湖
村
山
中
八
六
五

番
地
三
五
八
先
（
国
道
一
三
八
号

と
村
道
と
の
丁
字
路
交
差
点
・
東

進
車
両
）

富
士
吉

田

令
和
二
年
二
月
二

七
日

告
示
第
一
六
号

一
二
、
〇
二
二

町
道

南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
船
津

三
、
一
四
八
番
地
一
四
先
（
県
道

富
士
河
口
湖
富
士
線
と
町
道
と
の

丁
字
路
交
差
点
・
東
進
車
両
）

富
士
吉

田

令
和
二
年
二
月
二

七
日
告
示
第
一
六
号

一
二
、
〇
二
三

市
道

富
士
吉
田
市
上
吉
田
五
、
六
〇
五

番
地
三
先
（
市
道
同
士
の
十
字
路

交
差
点
・
東
進
車
両
）

富
士
吉

田

令
和
二
年
二
月
二

七
日

告
示
第
一
六
号

一
二
、
〇
二
四

市
道

富
士
吉
田
市
上
吉
田
五
、
六
〇
五

番
地
三
先
（
市
道
同
士
の
十
字
路

交
差
点
・
西
進
車
両
）

富
士
吉

田

令
和
二
年
二
月
二

七
日
告
示
第
一
六
号

別
表
第
三
十
三
の
五
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

五

主
要
地
方

道
甲
府
韮

崎
線

甲
府
市
緑
が
丘
一
丁
目
三
番
一
八
号

先

三

令
和
二
年
二
月
二
七

日告
示
第
一
六
号

別
表
第
三
十
三
の
二
四
二
及
び
二
四
三
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二
四
二

削
除

令
和
二
年
二
月
二
七

日告
示
第
一
六
号

二
四
三

削
除

令
和
二
年
二
月
二
七

日告
示
第
一
六
号

　
　
　
　
　
　

そ　

の　

他

◉　

山
梨
県
道
路
公
社
公
告
第
七
号

　

次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札
を
行
う
。

　
　

令
和
二
年
二
月
二
十
七
日

　
　
　

	

　
　
　
　
　

山
梨
県
道
路
公
社
理
事
長　
　

丹　
　

澤　
　

彦　
　

一　
　

一　

一
般
競
争
入
札
に
付
す
る
事
項

　

1　

業
務
名　

令
和
二
年
度
及
び
令
和
三
年
度
富
士
山
有
料
道
路
料
金
徴
収
業
務
委
託

　

2　

業
務
場
所　

南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
舩
津
剣
丸
尾
地
内
外

　

3
�　

業
務
内
容
等　

料
金
徴
収
業
務
一
式　

な
お
、
詳
細
は
一
般
競
争
入
札
公
告
及
び
設
計
図
書
等

に
よ
る
。

　

4　

履
行
期
間　

令
和
二
年
四
月
一
日
零
時
か
ら
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
二
十
四
時
ま
で

二�　

入
札
参
加
資
格
申
請
の
受
付
期
間　

令
和
二
年
三
月
四
日
（
水
）
か
ら
同
月
十
日
（
火
）
ま
で
の

県
の
休
日
を
除
く
毎
日
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
。
た
だ
し
、
最
終
日
は
午
後
四
時
三
十
分
ま

で
と
す
る
。

三�　

そ
の
他　

詳
細
は
、
山
梨
県
道
路
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
配
布
す
る
一
般
競
争
入
札
公
告
及

び
資
料
作
成
要
領
等
に
よ
る
。
（U

RL

）http://tollgate.on.arena.ne.jp/index2.htm
l

◉　

山
梨
県
道
路
公
社
公
告
第
八
号

　

次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札
を
行
う
。

　
　

令
和
二
年
二
月
二
十
七
日

　
　
　

	

　
　
　
　
　

山
梨
県
道
路
公
社
理
事
長　
　

丹　
　

澤　
　

彦　
　

一　
　

一　

一
般
競
争
入
札
に
付
す
る
事
項

　

1
�　

業
務
名　

令
和
二
年
度
及
び
令
和
三
年
度
雁
坂
ト
ン
ネ
ル
有
料
道
路
料
金
徴
収
業
務
及
び
監
視

等
業
務
委
託

　

2　

業
務
場
所　

山
梨
市
三
富
川
浦
地
内
外

　

3
�　

業
務
内
容
等　

料
金
徴
収
業
務
一
式　

監
視
等
業
務
一
式　

な
お
、
詳
細
は
一
般
競
争
入
札
公

告
及
び
設
計
図
書
等
に
よ
る
。

　

4　

履
行
期
間　

令
和
二
年
四
月
一
日
零
時
か
ら
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
二
十
四
時
ま
で

二�　

入
札
参
加
資
格
申
請
の
受
付
期
間　

令
和
二
年
三
月
四
日
（
水
）
か
ら
同
月
十
日
（
火
）
ま
で
の

県
の
休
日
を
除
く
毎
日
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
。
た
だ
し
、
最
終
日
は
午
後
四
時
三
十
分
ま

で
と
す
る
。

三�　

そ
の
他　

詳
細
は
、
山
梨
県
道
路
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
配
布
す
る
一
般
競
争
入
札
公
告
及

び
資
料
作
成
要
領
等
に
よ
る
。
（U

RL

）http://tollgate.on.arena.ne.jp/index2.htm
l
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和
二
年
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月
二
十
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日

八
二


